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本社：東京都新宿区西新宿 1-25-1
新宿センタービル50階

0120 ー 308 ー 512
本 社 営 業 部 東京都新宿区西新宿 1-25-1-46F
札 幌 営 業 所 北海道札幌市中央区南一条西10-4
仙 台 営 業 所 宮城県仙台市青葉区二日町 13-22
郡 山 営 業 所 福 島 県 郡 山 市 駅 前 2-10-15
宇都宮営業所 栃木県宇都宮市東今泉 1-1-38
高 崎 営 業 所 群馬県高崎市八島町 68-17
土 浦 営 業 所 茨 城 県 土 浦 市 永 国 1044-1
水 戸 営 業 所 茨 城 県 水 戸 市 城 南 3-12-6
さいたま営業所 埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-9-4
千 葉 営 業 所 千葉県千葉市中央区新田町 1-1
横 浜 営 業 所 神奈川県横浜市港北区新横浜 3-19-11
相模原営業所 神奈川県相模原市中央区鹿沼台2-17-18
藤 沢 営 業 所 神 奈 川 県 藤 沢 市 藤 沢 484-1
甲 府 営 業 所 山梨県甲府市下石田 2-16-22
沼 津 営 業 所 静 岡 県 沼 津 市 大 手 町 3-3-8
静 岡 営 業 所 静岡県静岡市葵区黒金町１１- ７
浜 松 営 業 所 静岡県浜松市東区西塚町325-1
名古屋営業所 愛知県名古屋市東区葵3-15-31
京 都 営 業 所 京都府京都市中京区烏丸通御池下ル虎屋町566-1
大 阪 営 業 所 大阪府大阪市中央区東高麗橋1-6
堺 営 業 所 大 阪 府 堺 市 堺 区 南 花 田 口 町 2-3-20 
神 戸 営 業 所 兵庫県神戸市中央区磯上通 8-3-5
広 島 営 業 所 広島県広島市中区銀山町４- １７
岡 山 営 業 所 岡山県岡山市北区下石井 2-1-18
福 岡 営 業 所 福岡県福岡市博多区東比恵3-11-3
熊 本 営 業 所 熊 本 県 熊 本 市 九 品 寺 2-1-24
鹿児島営業所 鹿児島県鹿児島市西千石町1-32
沖 縄 営 業 所 沖 縄 県 沖 縄 市 上 地 1-1-1
テクノ・サテライト・オフィス 沖 縄 県 沖 縄 市 上 地 1-1-1

企画 /編集：ダイアローグ　校正：ディクション
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２
０
１
０
年
10
月
11
日
か
ら
29
日
に
か
け
て
、
愛
知
県
名
古
屋
市
で
、
生
物
多
様
性
条
約
第
10
回
締

約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）
が
開
催
さ
れ
る
。
世
界
各
国
か
ら
政
府
、
国
連
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
の
関
係
者
約

８
０
０
０
人
が
一
堂
に
会
す
る
国
際
会
議
。
日
本
で
開
催
さ
れ
る
の
は
今
回
が
初
め
て
。
議
長
国
と
し
て

の
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
に
も
注
目
が
集
ま
る
。（
関
連
記
事
を
２
面
に
掲
載
）

遺
伝
子
組
み
換
え
生
物
の
国

際
的
な
取
り
扱
い
に
関
し
て

定
め
た
「
カ
ル
タ
ヘ
ナ
議
定

書
」（
議
定
書
の
締
約
国
会

議
を
Ｍ
Ｏ
Ｐ
と
い
い
Ｃ
Ｏ
Ｐ

10
で
は
こ
の
会
議
も
同
時
に

開
催
さ
れ
る
）
な
ど
が
採
択

さ
れ
て
き
た
。

　

今
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
で
の
主

な
議
題
は
、
輸
入
さ
れ
た
遺

伝
子
組
み
換
え
生
物
が
悪
影

響
を
も
た
ら
し
た
場
合
の
責

任
と
救
済
の
仕
組
み
、
途
上

国
で
採
取
し
た
遺
伝
資
源
を

用
い
て
医
薬
品
等
を
開
発
す

る
と
い
っ
た
場
合
の
利
益
配

分
な
ど
の
ル
ー
ル
、「
２
０

　

３
０
０
０
万
種
と
も
い
わ

れ
る
地
球
に
生
き
る
多
種
多

彩
な
生
物
種
。
そ
の
多
様
性

を
そ
れ
ぞ
れ
の
生
息
環
境
と

と
も
に
保
全
し
て
い
く
こ
と

な
ど
を
目
的
に
し
た
の
が
生

物
多
様
性
条
約
だ
。
条
約
の

締
約
国
に
よ
る
全
体
会
議
は

過
去
９
回
開
か
れ
て
お
り
、

生
物
多
様
性
の
損
失
速
度
を

顕
著
に
減
少
さ
せ
る
と
い
う

「
２
０
１
０
年
目
標
」
や
、

１
０
年
目
標
」
の
検
証
と
そ

れ
以
降
の
目
標
設
定
な
ど
が

想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
２
０
１
０
年
目

標
に
関
し
て
は
、
生
物
多
様

▼
Ｍ
Ｏ
Ｐ
５

　

カ
ル
タ
ヘ
ナ
議
定
書
第

５
回
締
約
国
会
議
の
こ
と
。

Ｍ
Ｏ
Ｐ
（Meeting of the 

Parties

）
と
は
、
条
約
の
中

で
決
め
ら
れ
た
議
定
書
の
締

約
国
が
集
ま
っ
て
話
し
合
う

場
の
こ
と
。
カ
ル
タ
ヘ
ナ
議

定
書
は
、
遺
伝
子
組
み
換

え
生
物
に
つ
い
て
の
国
際
的

な
利
用
に
関
す
る
取
り
決

め
。
１
９
９
５
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ

２
で
合
意
さ
れ
２
０
０
０
年

に
採
択
さ
れ
た
。
発
効
は

２
０
０
３
年
。

性
条
約
事
務
局
が
２
０
１
０

年
５
月
に
発
表
し
た
『
地
球

規
模
生
物
多
様
性
概
況
第
３

版
』
で
す
で
に
多
様
性
の
損

失
速
度
を
減
少
さ
せ
る
目
標

は
達
成
で
き
な
か
っ
た
と
評

価
し
、
早
急
な
対
応
を
し
な

け
れ
ば
人
類
の
生
活
基
盤
で

も
あ
る
自
然
生
態
系
が
劣

化
・
崩
壊
す
る
と
警
告
。
Ｃ

０
年
５
月
に
財
団
法
人
経
済

広
報
セ
ン
タ
ー
が
発
表
し
た

「
生
物
多
様
性
に
関
す
る
意

識
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
国
際

生
物
多
様
性
年
を
知
っ
て
い

る
人
は
12
％
、
名
古
屋
で
Ｃ

Ｏ
Ｐ
10
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

を
知
っ
て
い
る
人
は
15
％
だ

っ
た
。
事
前
認
知
度
の
低
さ

を
跳
ね
返
す
よ
う
な
成
果
を

期
待
し
た
い
。

Ｏ
Ｐ
10
に
お
い
て
、
ど
こ
ま

で
実
効
性
の
あ
る
目
標
策
定

が
で
き
る
か
注
目
さ
れ
る
。

　

２
０
１
０
年
は
こ
の
目
標

が
設
定
さ
れ
た
年
で
も
あ

り
、
国
連
が
定
め
た
国
際
生

物
多
様
性
年
で
も
あ
る
。
生

物
多
様
性
に
と
っ
て
節
目
の

年
と
い
わ
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
こ
れ
ま
で
日
本
で
は
そ

の
認
知
度
は
低
く
、
２
０
１

Ｃ
Ｏ
Ｐ
10 

名
古
屋
で
開
催

ポ
ス
ト
２
０
１
０
年
目
標
を
議
論

名古屋COP10の開催概要

省
エ
ネ
の
重
要
性
を
再
確
認

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ「
福
井
宣
言
」を
採
択

エネルギー相会合

　

毎
年
加
盟
各
国
で
開
催
さ

れ
て
い
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
経

済
協
力
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
の
国

際
会
議
。
今
年
の
開
催
地
は

日
本
。
11
月
に
は
横
浜
で
首

脳
会
議
が
開
か
れ
る
予
定

だ
。
そ
れ
に
先
立
ち
各
分
野

の
担
当
大
臣
会
合
が
日
本
各

地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

第
９
回
に
な
る
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

エ
ネ
ル
ギ
ー
大
臣
会
合
が
、

福
井
市
で
開
か
れ
た
の
は
６

月
。
直
嶋
正
行
経
済
産
業
大

臣
が
議
長
を
務
め
、
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
に
参
加
す
る
21
の
国
と
地

域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
担
当
閣
僚

ら
が
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保

障
に
向
け
た
低
炭
素
化
社

会
」
を
テ
ー
マ
に
議
論
を
交

わ
し
た
。
議
題
は
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
全
保
障
」「
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
」「
低
炭
素
排
出
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
の
３
つ
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
で

は
、
石
油
供
給
が
途
絶
し
た

場
合
に
備
え
、
緊
急
時
の
対

応
能
力
を
強
化
す
る
方
向
で

合
意
。
ま
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
促
進
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安

全
保
障
や
経
済
成
長
、
地
球

温
暖
化
問
題
の
対
処
に
寄
与

す
る
有
効
的
な
手
段
で
あ
る

と
し
て
、
そ
の
有
用
性
を
強

調
。
す
で
に
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
で
合

意
さ
れ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
化
目
標
（
２
０
３
０
年

ま
で
に
２
０
０
５
年
比
で
25

％
削
減
）
の
引
き
上
げ
も
検

討
す
る
。
低
炭
素
排
出
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
は
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
原
子
力
、
Ｃ
Ｃ

Ｓ（
二
酸
化
炭
素
回
収
貯
留
）

技
術
を
使
っ
た
化
石
燃
料
発

電
の
普
及
促
進
に
言
及
。
こ

れ
ら
の
内
容
を
盛
り
込
ん
だ

「
福
井
宣
言
」
に
各
国
が
署

名
し
て
閉
幕
し
た
。
11
月
の

首
脳
会
談
は
、
こ
の
結
果
を

踏
ま
え
て
進
め
ら
れ
る
。

福井宣言の主な内容

経
産
省　

Ｒ
Ｐ
Ｓ
法
に
よ
る
集
計
公
表

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電 
約
89
億
kWh
に

２００９年度

スマ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
に
よ
る

需
要
家
応
答
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

早
稲
田
大
学 

理
工
学
術
院
教
授  

横
山
隆
一

　

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
と

は
、
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ

Ｔ
）
や
先
端
エ
ネ
ル
ギ
ー
技

術
を
駆
使
し
た
次
世
代
電
力

網
（
グ
リ
ッ
ド
）
で
、
現
在

の
電
力
シ
ス
テ
ム
と
情
報
・

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
統
合

す
る
も
の
。
ス
マ
ー
ト
グ
リ

ッ
ド
が
電
力
供
給
イ
ン
フ
ラ

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
全
体
の
信

頼
性
・
効
率
性
、
環
境
性
を

高
め
る
目
的
を
持
つ
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

の
導
入
効
果
と
し
て
、
現
段

階
で
最
も
期
待
さ
れ
て
い
る

も
の
に
、
電
力
需
要
家
に
自

己
の
電
力
消
費
状
況
を
「
見

え
る
化
」
し
、
自
発
的
に
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
節
電
を
促

す
「
需
要
家
応
答
」
が
あ

る
。
こ
れ
は
、
デ
ー
タ
記
録

お
よ
び
送
信
も
可
能
な
先
端

的
デ
ジ
タ
ル
電
力
量
計
測
装

置
（
以
下
、
次
世
代
メ
ー
タ

ー
）
に
よ
り
、
電
力
需
要
家

（
家
庭
、集
合
住
宅
、事
務
所
、

工
場
な
ど
）
の
電
力
消
費
状

況
や
電
気
設
備
の
稼
働
状
況

を
計
測
し
、
こ
れ
を
ス
マ
ー

ト
グ
リ
ッ
ド
内
の
デ
ー
タ
ウ

エ
ア
ハ
ウ
ス
（
電
力
消
費
情

報
管
理
シ
ス
テ
ム
）に
送
り
、

そ
の
集
計
結
果
を
逆
に
消
費

者
に
送
り
返
す
仕
組
み
に
よ

っ
て
実
現
さ
れ
る
。

　

こ
れ
に
は
電
力
需
要
家
と

電
力
提
供
側
と
を
結
ぶ
双
方

向
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ａ

Ｍ
Ｉ
：
先
端
計
量
イ
ン
フ
ラ

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
）
の
完
備

が
不
可
欠
で
あ
る
。
次
世
代

メ
ー
タ
ー
に
よ
り
記
録
・
送

信
さ
れ
た
内
容
が
需
要
家
に

提
示
さ
れ
る
こ
と
で
、
電
力

を
自
分
で
ど
の
よ
う
に
消
費

し
て
い
る
か
、
標
準
的
な
需

要
家
に
比
べ
て
ど
の
程
度
な

の
か
、
ど
の
よ
う
な
機
器
使

用
に
最
も
コ
ス
ト
が
か
か
る

の
か
、
自
己
の
電
力
消
費
が

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排

出
な
ど
環
境
に
ど
う
い
う
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か
、

と
い
っ
た
情
報
が
入
手
で

き
、こ
れ
が
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

節
電
に
つ
な
が
る
。

　

さ
ら
に
、
電
力
系
統
と
情

報
交
換
可
能
な
ス
マ
ー
ト
家

電
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ

ム
な
ど
を
結
合
す
る
家
庭

内
情
報
網
（HANs

：Home 
Area Networks

）
が
構
築

で
き
れ
ば
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
同
時
に
、
需
要
家
自
身
が

こ
れ
ら
の
ス
マ
ー
ト
機
器
を

遠
隔
で
操
作
・
管
理
で
き
る

よ
う
に
も
な
る
。

　

ま
た
、
双
方
向
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
需
要
家

は
、
電
力
会
社
や
サ
ー
ビ
ス

プ
ロ
バ
イ
ダ
か
ら
エ
ネ
ル
ギ

ー
使
用
が
最
も
効
率
的
に
な

る
よ
う
に
管
理
し
て
も
ら
え

る
Ｄ
Ｍ
Ｓ
（
需
要
側
負
荷
管

理
）
の
サ
ー
ビ
ス
も
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。
需
要
情

報
と
し
て
、
そ
の
時
点
の
電

力
価
格
も
提
示
さ
れ
る
の

で
、
こ
れ
を
見
て
、
家
庭
の

主
婦
は
、
さ
ら
に
節
電
に
励

む
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
電
力
供
給
側
も
こ

う
し
た
需
要
家
応
答
や
Ｄ
Ｍ

Ｓ
に
よ
り
、
夏
季
や
昼
間
の

最
大
負
荷
が
減
少
さ
れ
る
こ

と
で
、
高
価
な
ピ
ー
ク
時
の

発
電
を
削
減
で
き
る
。
ス
マ

ー
ト
グ
リ
ッ
ド
は
、
電
力
会

社
と
需
要
家
の
双
方
に
経
済

的
利
益
を
も
た
ら
し
て
い
く

だ
ろ
う
。

▼
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象

　

太
平
洋
の
特
定
地
域
で

海
面
水
温
が
平
年
に
比
べ

て
高
く
な
り
、
そ
の
状
態

が
１
年
程
度
継
続
す
る
現

象
。
場
所
は
日
付
変
更
線

付
近
か
ら
南
米
ペ
ル
ー
沿

岸
に
か
け
て
の
赤
道
域
の

広
い
海
域
。

　

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
と

は
逆
に
、
同
じ
海
域
で
海

面
水
温
が
継
続
的
に
低
く

な
る
現
象
を
ラ
ニ
ー
ニ
ャ

現
象
と
い
う
。
い
ず
れ
の

現
象
が
発
生
し
て
も
世
界

中
で
天
候
の
異
常
が
も
た

ら
さ
れ
る
と
考
え
ら
る
。

▼
Ｃ
Ｃ
Ｓ

　

発
電
所
な
ど
か
ら
発
生
す

る
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）

を
分
離
し
て
回
収
し
、
地
中

に
貯
留
す
る
な
ど
の
技
術
。

Carbon Dioxide Capture 
and Storage

の
略
。
安
定

し
た
地
層
へ
の
貯
留
や
海
洋

へ
の
隔
離
に
よ
り
、
従
来
は

大
気
中
に
排
出
さ
れ
て
い
た

Ｃ
Ｏ

２

を
長
期
間
隔
離
し
て

お
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

に
よ
り
地
球
温
暖
化
の
原
因

と
さ
れ
て
い
る
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
を
低
減
で
き
る
。

　

Ｃ
Ｏ

２

を
分
離
回
収
す
る

方
法
に
は
化
学
吸
収
、
物
理

吸
収
、
膜
分
離
、
物
理
吸
着
、

深
冷
分
離
な
ど
の
技
術
が
開

発
さ
れ
て
お
り
、
貯
留
隔

離
の
方
法
に
は
大
き
く
分

け
て
地
中
貯
留
と
海
洋
隔

離
の
技
術
が
あ
る
。

▼
Ｒ
Ｐ
Ｓ
法

　
「
電
気
事
業
者
に
よ
る

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
利

用
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」の
略
称
。
Ｒ
Ｐ
Ｓ
は
、

Renewables Portfolio 
Standard

の
頭
文
字
を
と

っ
た
も
の
。
電
力
会
社
で

一
定
以
上
の
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
利
用
を
義
務
づ
け
た
法

律
。
電
力
会
社
は
自
ら
該

当
す
る
電
気
を
つ
く
る

か
、
不
足
す
る
場
合
な
ど

は
他
の
事
業
者
か
ら
該
当

の
電
力
を
購
入
し
て
義
務

量
を
賄
う
必
要
が
あ
る
。

2010年夏季号 クロスワードパズルの答え
　

前
号
の
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の

答
え
は
左
の
通
り

で
す
。
グ
レ
ー
の

二
重
囲
み
マ
ス
に

あ
る
５
つ
の
文
字

を
組
み
合
わ
せ
た
「
シ
ゼ

ン
ホ
ゴ
」が
正
解
で
し
た
。

　

今
回
も
８
面
に
楽
し
い

パ
ズ
ル
を
用
意
し
ま
し
た

の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

答えは「シゼンホゴ」
（自然保護）でした。
多数のご応募ありがとうございました。

　

地
球
に
は

３
０
０
０
万

種
も
の
多
様

な
生
物
種
が

生
息
し
て
い

る
そ
う
だ
。
そ
の
中
の
１
つ

の
種
が
欠
け
る
だ
け
で
も
、

全
体
に
大
き
な
影
響
が
及

ぶ
。
こ
れ
は
部
品
点
数
が
数

万
点
に
も
な
る
と
い
わ
れ
る

自
動
車
に
た
と
え
て
み
る
と

わ
か
り
や
す
い
。

▼
少
し
前
話
題
に
な
っ
た
自

動
車
メ
ー
カ
ー
の
工
場
操
業

停
止
。
特
定
の
部
品
が
調
達

で
き
な
い
た
め
、
完
成
車
の

生
産
が
ま
ま
な
ら
ず
、
工
場

の
操
業
停
止
に
よ
っ
て
減
産

せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。

こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
何
ら

か
の
理
由
で
ご
く
小
さ
な
生

物
種
の
１
つ
で
も
い
な
く
な

る
と
、
そ
れ
を
捕
食
す
る
中

型
生
物
種
が
生
き
ら
れ
な
く

な
る
。
そ
ん
な
連
鎖
に
よ
っ

て
、
や
が
て
は
人
間
の
生
存

環
境
も
影
響
を
受
け
「
生
活

の
操
業
停
止
」
と
い
う
事
態

が
導
か
れ
て
し
ま
う
。

▼
国
際
企
業
の
経
営
者
で
、

生
物
多
様
性
が
損
な
わ
れ
る

と
、
自
社
の
成
長
も
阻
害
さ

れ
る
と
考
え
る
の
は
全
体
の

わ
ず
か
27
％
。
こ
れ
は
Ｃ
Ｏ

Ｐ
10
の
開
催
に
先
立
っ
て
、

国
連
環
境
計
画（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）

が
発
表
し
た
生
物
多
様
性
と

経
済
に
関
す
る
企
業
向
け
報

告
書
に
あ
る
数
字
。
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
に
よ
る
意

識
調
査
の
結
果
で
あ
る
。

▼
こ
の
意
識
調
査
、
部
品
１

つ
の
調
達
が
で
き
ず
操
業
停

止
に
な
る
痛
い
経
験
を
し
た

経
営
者
だ
け
に
限
定
し
て
実

施
し
た
な
ら
ど
う
な
る
か
。

３
割
に
満
た
な
い
数
字
と
同

じ
で
あ
っ
て
ほ
し
く
な
い
。

環境・電気
ニュースサイト

本紙紙面と連動
役に立つ

エコ情報が満載

環境市場新聞
econews.jp

サ ン カ タ ン
シ 　 ス ナ 　
　 パ イ 　 シ
キ ゴ 　 ホ オ
モ ス ゼ ゼ ヒ

　

気
象
庁
で
は
毎
年
、
日

本
と
世
界
の
気
候
変
動
や

温
室
効
果
ガ
ス
な
ど
の
状

況
を
ま
と
め
た
レ
ポ
ー
ト

を
発
表
し
て
い
る
。
そ
の

最
新
版
「
気
候
変
動
監
視

レ
ポ
ー
ト
２
０
０
９
」
が

２
０
１
０
年
６
月
に
公
表

さ
れ
た
。
全
文
が
気
象
庁

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入

手
で
き
る
。

　

レ
ポ
ー
ト
は
冒
頭
の
ト

ピ
ッ
ク
ス
に
加
え
、
第
１

部
「
気
候
」、第
２
部
「
海

洋
」、
第
３
部
「
環
境
」

の
３
部
構
成
。
こ
の
う
ち

ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
、
日
本

に
お
け
る
２
０
０
９
年
夏

の
不
順
な
天
候
の
要
因
が

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
や
偏

西
風
の
位
置
変
化
に
よ
る

も
の
と
の
考
察
を
示
し
て

い
る
。

　

第
１
部
「
気
候
」
で
示

さ
れ
た
世
界
の
平
均
気
温

は
、
平
年
に
比
べ
０
・
31

℃
高
く
、
統
計
開
始
以
来

３
番
目
に
高
い
値
だ
っ
た

と
い
う
も
の
。
同
様
に
日

本
は
０
・
56
℃
高
く
、
７

番
目
に
高
い
値
だ
っ
た
。

　

第
２
部
「
海
洋
」
で
は

夏
以
降
に
エ
ル
ニ
ー
ニ

ョ
現
象
が
発
生
し
た
こ

と
や
、
北
極
の
海
氷
域
が

最
小
に
な
る
時
期
の
面
積

が
、
２
０
０
７
年
、
２
０

０
８
年
に
つ
い
で
３
番
目

に
小
さ
く
な
っ
た
こ
と
な

ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

第
３
部
「
環
境
」
で
は

大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス

濃
度
に
つ
い
て
触
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
２
０
０
８

年
の
世
界
に
お
け
る
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
の
平

均
濃
度
を
３
８
５
・
２ｐ

ｐ
ｍ
で
あ
る
と
示
し
た
。

こ
れ
は
前
年
よ
り
２
・
０

ｐ
ｐ
ｍ
増
え
た
値
で
、
産

業
革
命
以
前
の
２
８
０ｐ

ｐ
ｍ
と
比
べ
38
％
増
加
し

た
こ
と
に
な
る
。

　

国
内
３
カ
所
で
観
測
し

て
い
る
Ｃ
Ｏ

２

の
２
０
０

９
年
平
均
濃
度
は
綾
里
が

３
８
９
・
７ｐ
ｐ
ｍ
、
南

鳥
島
が
３
８
８
・
０ｐ
ｐ

ｍ
、与
那
国
島
が
３
８
９
・

４ｐ
ｐ
ｍ
だ
っ
た
。
い
ず

れ
も
前
年
と
比
べ
１
・
２

〜
１
・
４ｐ
ｐ
ｍ
増
え
て

お
り
、
ど
の
値
も
観
測
開

始
以
来
最
高
と
な
っ
た
。

　

２
０
１
０
年
７
月
、
経
済

産
業
省
は
「
電
気
事
業
者
に

よ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
利

用
に
関
す
る
特
別
措
置
法

（
Ｒ
Ｐ
Ｓ
法
）」
に
基
づ
き
、

電
力
会
社
か
ら
届
け
出
を
さ

れ
た
２
０
０
９
年
度
分
の
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
供

給
量
な
ど
を
ま
と
め
、
公
表

し
た
。
Ｒ
Ｐ
Ｓ
法
は
、
電
力

会
社
に
一
定
量
以
上
の
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
義
務
づ
け

る
も
の
で
、
電
力
会
社
は
そ

の
履
行
状
況
を
毎
年
届
け
出

る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
同

法
の
対
象
と
な
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
種
類
は
、
風
力
、
太
陽

光
、
地
熱
、
小
規
模
の
水
力
、

バ
イ
オ
マ
ス
の
５
種
類
。

　

公
表
さ
れ
た
内
容
に
よ
れ

ば
、
２
０
０
９
年
度
に
認
定

を
受
け
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

備
は
８
万
３
５
６
２
件
で
、

年
度
末
時
点
の
累
計
は
51
万

９
９
６
６
件
に
達
し
た
。
こ

れ
ら
の
設
備
か
ら
供
給
さ
れ

た
電
気
の
総
量
は
約
88
億
７

３
１
６
万
㌔
㍗
時
で
、
前
年

度
の
約
79
億
１
８
１
１
万
㌔

㍗
時
を
約
９
億
５
５
０
５
万

㌔
㍗
時
上
回
っ
て
い
る
。

　

内
訳
は
多
い
順
に
風
力
発

電
（
約
37
億
３
４
４
０
万
㌔

㍗
時
）、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

（
約
32
億
２
３
２
３
万
㌔
㍗

時
）、
水
力
発
電
（
約
９
億
５

３
３
８
万
㌔
㍗
時
）、
太
陽

光
発
電
（
約
６
億
８
１
２
２

万
㌔
㍗
時
）、
地
熱
発
電
（
約

１
０
７
９
万
㌔
㍗
時
）、
複

合
型
発
電
（
約
５
３
２
万
㌔

㍗
時
）。
新
た
な
買
取
制
度

に
よ
り
Ｒ
Ｐ
Ｓ
法
の
義
務
に

充
当
で
き
な
い
特
定
太
陽
光

発
電
の
供
給
量
は
約
２
億
６

４
８
２
万
㌔
㍗
時
だ
っ
た
。

　

ま
た
電
力
会
社
は
課
せ
ら

れ
た
義
務
量
以
上
に
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
量
を
得
ら
れ
た

場
合
、
翌
年
度
に
持
ち
越
す

こ
と
（
バ
ン
キ
ン
グ
）
が
で

き
、
そ
の
総
量
は
約
64
億
５

７
３
万
㌔
㍗
時
だ
っ
た
。

生物多様性条約第10回締約国会議

●開催期間
 10 月11日～29日
●COP/MOP5
 10 月11日～15日
●COP10
 10 月18日～29日
●閣僚級会合
 10 月27日～10月29日（COP10内）
●会場：名古屋国際会議場
●議長国：日本
●参加者数：約8,000名
●主な議題： ポスト2010 年目標 / 遺伝資源の

利用ルール /など

11日（月）
12日（火）
13日（水）
14日（木）
15日（金）
16日（土）
17日（日）
18日（月）
19日（火）
20日（水）
21日（木）
22日（金）
23日（土）
24日（日）
25日（月）
26日（火）
27日（水）
28日（木）
29日（金）

2010年10月

カルタヘナ議定書
第５回締約国会議
（COP/MOP5）

生物多様性条約
第10回締約国会議
（COP10）

閣僚級会合

気候変動監視レポート気
象
庁

約４割増加産 業 革 命
以前に比べ

世界の二酸化炭素濃度

エネルギー安全保障
　 化石燃料は当面重要なエネルギーであ
り、石油供給途絶などの緊急時の対応
能力を強化しておくべき。
省エネルギー
　 省エネルギーの推進はエネルギー安全
保障や環境問題等にとって非常に有用。
　 2030年までに経済生産に対するエ
ネルギー使用量の割合を２００５年比で
25％削減する目標の引き上げを検討。
低炭素排出エネルギー
　 再生可能エネルギー、原子力、ＣＣＳ利
用の化石燃料発電の普及促進。

　ＡＰＥＣ低炭素モデル都市プロジェクトの推進。

　 省エネルギーの推進はエネルギー安全　 省エネルギーの推進はエネルギー安全　 省エネルギーの推進はエネルギー安全

　 化石燃料は当面重要なエネルギーであ　 化石燃料は当面重要なエネルギーであ　 化石燃料は当面重要なエネルギーであ

　 再生可能エネルギー、原子力、ＣＣＳ利　 再生可能エネルギー、原子力、ＣＣＳ利　 再生可能エネルギー、原子力、ＣＣＳ利

　 2030年までに経済生産に対するエ　 2030年までに経済生産に対するエ　 2030年までに経済生産に対するエ

　ＡＰＥＣ低炭素モデル都市プロジェクトの推進。　ＡＰＥＣ低炭素モデル都市プロジェクトの推進。　ＡＰＥＣ低炭素モデル都市プロジェクトの推進。

発電形態 電気供給量

風力発電 3,734
水力発電 953
太陽光発電 681
バイオマス発電 3,223
地熱発電 11
複合型発電 5

計 8,608
特定太陽光発電 265
合　計 8,873

新エネルギーなどによる電気
供給の総量

出所：経済産業省発表資料

（単位 :100万kWh）

※端数処理のため合計が合わない場合がある。

https://www.n-techno.co.jp/
http://www.eco-tatsujin.jp/
http://www.n-techno.co.jp/service/customer-support/index.html
http://www.812499.jp/
https://www.nichidenkyo.jp/lp/index3.html


（ 2 ）環 境 市 場 新 聞 ２０１０年 （平成２２年） 秋季　【季刊】

　
「
小
社
は
、
人
が
行
動
す
る
運

用
改
善
が
最
も
重
要
と
考
え
、
そ

の
活
動
に
貢
献
で
き
る
ツ
ー
ル
を

提
供
し
続
け
て
い
る
」
こ
れ
は
、

前
号
小
欄
の
結
び
に
記
し
た
文
。

　

省
エ
ネ
に
は
、
設
備
を
入
れ
替

え
る
設
備
改
善
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

供
給
先
を
見
直
す
調
達
改
善
、
そ

し
て
使
い
方
を
変
え
る
運
用
改
善

の
３
つ
が
あ
る
。
そ
の
中
で
人
の

意
識
に
訴
え
か
け
る
運
用
改
善
を

最
重
視
し
、
そ
の
分
野
に
貢
献
で

き
る
事
業
展
開
を
継
続
し
て
い
る

と
述
べ
た
。

　

続
く
今
回
は
、
運
用
改
善
の
省

エ
ネ
活
動
が
導
く
波
及
効
果
に
つ

い
て
触
れ
て
い
く
。

　

小
社
の
主
力
商
品
「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ

Ｔ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
」（
ス
マ
ー
ト
メ

ー
タ
ー
）
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
は
、
運
用
改

善
が
的
確
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
開

発
し
た
も
の
だ
。
専
用
モ
ニ
タ
や

パ
ソ
コ
ン
で
電
気
の
使
用
状
況
を

確
認
で
き
、
一
目
で
使
い
過
ぎ
や

無
駄
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
。
電
気

の
「
見
え
る
化
」
で
あ
る
。

　

そ
し
て
こ
れ
を
さ
ら
に
進
め
た

の
が
「
理わ

解か

る
化
」
だ
。
使
い
過

ぎ
を
ア
ラ
ー
ム
警
報
で
知
ら
せ
、

人
に
省
エ
ネ
行
動
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
わ
か
ら
せ
る
よ
う
に
し
た
。
警

報
が
鳴
る
こ
と
で
省
エ
ネ
行
動
を

と
る
と
い
う
動
作
を
繰
り
返
す
う

ち
、そ
の
行
動
は
定
着
し
て
い
く
。

定
着
し
た
行
動
は
警
報
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
実
行
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
。
こ
う
し
て
省
エ
ネ
活
動
を

進
め
る
企
業
で
は
、
従
業
員
の
意

識
改
善
が
自
ず
と
進
む
。

　

省
エ
ネ
の
意
識
改
善
が
進
ん
だ

結
果
、大
き
な
波
及
効
果
を
生
む
。

例
え
ば
、
人
間
待
機
電
力
を
減
ら

そ
う
と
す
る
場
合
だ
。
人
間
待
機

電
力
と
は
残
業
で
従
業
員
が
オ
フ

ィ
ス
に
残
る
と
き
な
ど
に
使
用
さ

れ
る
電
力
を
い
う
。
こ
れ
を
削
減

し
よ
う
と
努
め
る
と
、
電
気
代
の

削
減
は
も
と
よ
り
、
残
業
代
の
削

減
に
も
つ
な
が
る
。
例
え
ば
１
０

０
名
ほ
ど
の
オ
フ
ィ
ス
で
、
常
に

５
名
ほ
ど
が
日
に
３
〜
４
時
間
の

残
業
を
し
て
い
た
場
合
の
残
業
代

は
３
〜
４
時
間
×
５
名
分
で
約
５

万
円
。
20
日
間
稼
働
な
ら
月
間
１

０
０
万
円
に
な
る
。
人
間
待
機
電

力
を
削
減
す
る
た
め
「
定
時
の
消

灯
」
が
推
進
さ
れ
れ
ば
、
す
で
に

意
識
改
善
が
進
ん
で
い
る
各
従
業

員
は
、
業
務
を
効
率
化
さ
せ
時
間

内
に
終
え
る
よ
う
努
力
す
る
。
結

果
、
そ
の
企
業
に
は
大
き
な
削
減

効
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
。

　

波
及
効
果
の
例
は
ほ
か
に
も
あ

る
。
よ
く
聞
く
の
は
「
電
気
代
だ

け
で
な
く
水
道
代
や
ガ
ス
代
ま
で

下
が
っ
た
」「
事
務
用
消
耗
品
費

や
旅
費
交
通
費
ま
で
抑
え
ら
れ
て

い
る
」
と
い
う
声
。
こ
れ
ま
で
見

え
な
か
っ
た
も
の
が「
見
え
る
化
」

さ
れ
無
駄
を
省
く
意
識
が
根
づ
く

こ
と
で
、
ほ
か
の
運
営
経
費
に
も

同
様
の
視
線
が
向
け
ら
れ
る
よ
う

だ
。
ま
た
、
省
エ
ネ
活
動
は
全
社

的
な
取
り
組
み
が
必
要
な
た
め
、

そ
れ
ま
で
疎
遠
だ
っ
た
各
部
署
間

の
交
流
が
親
密
に
図
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
組
織
の
一
体
感
が
生
ま

れ
た
と
い
う
事
例
も
多
い
。

　

一
方
で
運
用
改
善
は
継
続
が
課

題
で
あ
り
、
継
続
で
き
な
い
限
り

波
及
効
果
は
生
ま
れ
に
く
い
。
そ

こ
で
提
案
す
る
の
が
「
省
エ
ネ
活

動
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
」
だ
。

省
エ
ネ
活
動
の
計
画（
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
）

を
立
て
、
実
行
（
Ｄ
ｏ
）
し
、
結

果
を
確
認
（
Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
）
し
て
、

確
認
結
果
か
ら
再
度
、
改
善
（
Ａ

ｃ
ｔ
）
方
法
を
検
討
し
て
計
画
に

戻
る
。
そ
の
工
程
を
繰
り
返
す
手

法
だ
。
こ
の
サ
イ
ク
ル
を
少
な
く

と
も
半
年
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
小

社
は
ま
わ
し
て
い
く
。

　

環
境
保
全
の
た
め
、
多
く
の
企

業
に
運
用
改
善
主
体
の
省
エ
ネ
を

継
続
し
て
ほ
し
い
。
さ
ら
に
そ
こ

か
ら
得
ら
れ
る
波
及
効
果
も
享
受

し
て
ほ
し
い
。
小
社
で
は
そ
の
願

い
を
込
め
「
Ｇギ

フ

ト

Ｉ
Ｆ
Ｔ
１ワ

ン

２ツ
ー

３ス
リ
ー」

と
名
づ
け
た
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー

活
動
で
省
エ
ネ
活
動
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
を
提
案
し
て
い
る
。

　

愛
知
県
に
は
、
工
業
地
帯
に

囲
ま
れ
な
が
ら
、
渡
り
鳥
の
飛

来
地
と
し
て
世
界
的
に
守
ら
れ

て
い
る
干
潟
が
あ
る
。
湿
地
の

保
全
な
ど
を
目
的
と
す
る
国
際

条
約
「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
」
で

国
際
的
に
も
重
要
な
湿
地
と
し

て
登
録
さ
れ
て
い
る
藤
前
干
潟

（
ふ
じ
ま
え
ひ
が
た
）
だ
。

　

実
は
こ
の
干
潟
、
か
つ
て
は

名
古
屋
駅
の
辺
り
ま
で
あ
り
、

名
前
も
「
あ
ゆ
ち
潟
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
。「
愛
知
」
の
県
名

も
こ
こ
か
ら
き
て
い
る
と
い

う
。
そ
れ
が
、
江
戸
時
代
か
ら

新
田
開
発
が
進
み
、
そ
の
後
、

住
宅
・
工
業
用
地
と
し
て
埋
立

て
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
残
っ

た
部
分
が
現
在
の
藤
前
干
潟
と

な
っ
た
。

　

一
見
地
味
な
干
潟
で
は
壮
大

な
食
物
連
鎖
に
よ
る
生
命
の
営

み
が
あ
る
。
川
か
ら
運
ば
れ
た

有
機
物
を
バ
ク
テ
リ
ア
が
分
解

し
、
太
陽
の
光
や
水
中
の
養
分

で
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
生
ま
れ
、

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
食
べ
る
ゴ
カ

イ
・
カ
ニ
な
ど
の
底
生
生
物
は

魚
に
食
べ
ら
れ
、
鳥
の
餌
に
な

る
。
こ
こ
は
陸
上
生
態
系
と
水

界
生
態
系
の
接
点
だ
っ
た
。

　

ま
た
藤
前
干
潟
は
、
北
国
で

生
ま
れ
た
渡
り
鳥
が
冬
を
越
す

た
め
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
方
面
へ

渡
る
と
き
の
中
継
地
点
と
な
っ

て
い
る
。
片
道
約
１
万
㌔
を
渡

る
の
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
補

給
地
だ
。
こ
れ
を
国
際
的
な
協

力
に
よ
っ
て
守
ろ
う
と
し
た
の

が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
へ
の
登
録

だ
っ
た
。
２
０
０
２
年
、
国
際

的
に
重
要
な
湿
地
と
し
て
３
２

３
㌶
の
区
域
が
登
録
さ
れ
た
。

　

そ
の
裏
で
藤
前
干
潟
は
、
１

９
８
４
年
に
一
般
廃
棄
物
処
理

場
と
す
る
計
画
が
発
表
さ
れ
て

世界エコ都市ランキングにみる神戸のエコ意識

　

世
界
的
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社

「
マ
ー
サ
ー
」
は
政
府
や
多
国
籍
企
業
が

従
業
員
を
海
外
に
派
遣
す
る
際
に
、
報
酬

を
公
平
に
決
定
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
を

作
成
す
る
目
的
で
「
世
界
生
活
環
境
調

査
」
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
に
合
わ
せ

２
０
１
０
年
の
調
査
で
は
、「
エ
コ
」
に

関
す
る
ス
コ
ア
も
算
出
し
「
エ
コ
都
市
ラ

ン
キ
ン
グ
２
０
１
０
」
を
発

表
し
た
。
審
査
の
ポ
イ
ン
ト

は
水
道
の
供
給
力
お
よ
び
水

質
、
廃
棄
物
処
理
、
下
水
設

備
、
大
気
汚
染
、
交
通
渋
滞
の
観
点
。
環

境
に
対
す
る
都
市
の
姿
勢
は
生
活
環
境
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
し
て
ラ
ン
ク
づ

け
が
な
さ
れ
た
。

　

こ
の
結
果
に
よ
る
と
、
カ
ル
ガ
リ
ー
が

首
位
、
2
位
は
ホ
ノ
ル
ル
、
3
位
は
オ
タ

ワ
と
ヘ
ル
シ
ン
キ
、
日
本
国
内
で
は
神
戸

が
9
位
に
入
っ
た
。「
エ
コ
都
市
ラ
ン
キ

ン
グ
」
の
上
位
に
位
置
す
る
都
市
は
、「
再

利
用
が
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
最
大

限
に
利
用
し
、
大
気
、
水
、
騒
音
な
ど
に

関
す
る
公
害
を
可
能
な
限
り
抑
え
る
こ
と

に
成
功
し
て
い
る
」
と
い
う
。

　

ち
な
み
に
日
本
の
都
市
で
は
神
戸
以
外

に
、
横
浜
が
37
位
、
名
古
屋
、
大
阪
が
と

も
に
50
位
、東
京
が
59
位
と
な
っ
て
い
る
。

　

都
市
の
経
済
性
や
人
口
分
布
の
面
か
ら

見
て
も
、
日
本
は
健
闘
し
て
い
る
と
い
え

る
が
、
神
戸
の
9
位
は
突
出
し
て
高
い
。

こ
の
神
戸
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
背
景
の
ひ

と
つ
に
は
、
独
自
の
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
「
Ｋ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
ケ
ム
ズ
）」（
神

戸
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
の
創

設
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
兵
庫

県
と
神
戸
市
、
そ
れ
に
各
種
民
間
団
体
が

中
心
と
な
っ
て
つ
く
っ
た
環
境
分
野
の
審

査
登
録
制
度
。
中
小
企
業
な
ど
に
は
労
力

や
費
用
な
ど
の
面
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

の
取
得
は
難
し
い
と
い
う
声
も
あ
る
中
、

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
基
本
精
神
を
継
承

し
つ
つ
、
参
加
に
関
し
て
の
労
力
的
、
経

済
的
な
負
担
を
少
な
く
し
た
制
度
だ
。
具

体
的
で
取
り
組
み
や
す
く
、

か
つ
コ
ス
ト
削
減
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
制
度
を

目
指
し
た
こ
と
で
事
業
場
の

規
模
に
関
係
な
く
参
加
し
や
す
い
土
壌
が

つ
く
ら
れ
て
い
る
。
参
加
し
て
い
る
の
は

現
在
ま
で
に
５
４
４
事
業
場
（
２
０
１
０

年
６
月
現
在
）
に
達
し
て
い
る
。

　

ラ
ン
ク
入
り
で
、
国
際
的
な
「
エ
コ
都

市
」
と
認
知
さ
れ
た
神
戸
。
そ
の
か
げ
に

は
、
こ
う
し
た
環
境
活
動
の
裾
野
を
広
げ

る
自
主
的
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。

報
告
排
出
量 

前
年
よ
り
5.8
％
減

　

２
０
１
０
年
６
月
、
環
境
省
と
経
済
産
業
省
は
２
０
０

８
年
度
に
お
け
る
企
業
か
ら
報
告
さ
れ
た
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
を
集
計
し
公
表
し
た
。
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

に
関
す
る
法
律
（
温
対
法
）
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
制
度
で
、

開
始
以
降
今
回
が
３
回
目
の
報
告
と
な
っ
た
。

　

温
対
法
で
は
、
温
室
効
果

ガ
ス
を
多
く
排
出
す
る
企
業

（
特
定
事
業
者
）
に
、
自
ら

の
排
出
量
算
定
と
報
告
を
義

務
づ
け
て
い
る
。
国
は
報
告

さ
れ
た
排
出
量
を
集
計
し
、

業
種
別
や
都
道
府
県
別
な
ど

の
結
果
を
公
表
す
る
。

　

２
０
０
８
年
度
の
報
告
排

出
量
の
合
計
は
、
６
億
１
２

４
０
万
㌧
。
こ
れ
は
、
同
年

度
に
お
け
る
国
内
全
体
の
排

出
量
（
約
12
億
８
２
０
０
万

㌧
）の
約
５
割
に
相
当
す
る
。

こ
の
う
ち
、
輸
送
部
門
を
除

く
事
業
者
の
排
出
量
は
５
億

７
８
５
１
万
㌧
で
、
景
気
後

退
の
影
響
も
あ
り
前
年
の
６

億
１
４
２
９
万
㌧
か
ら
約
３

５
７
８
万
㌧
減
少
し
た
。
率

に
し
て
５
・
８
％
の
減
少
と

な
っ
た
。

　

業
種
別
で
最
も
排
出
量
が

多
い
の
は
製
造
業
で
５
億
２

８
５
万
㌧
。
次
い
で
電
気
・

ガ
ス
・
熱
供
給
・
水
道
業
（
３

０
４
２
万
㌧
）、
サ
ー
ビ
ス

業
（
１
５
４
８
万
㌧
）
の
順
。

製
造
業
の
内
訳
で
は
、
多
い

順
に
鉄
鋼
業
（
１
億
８
５
６

５
万
㌧
）、
化
学
工
業
（
８

３
５
７
万
㌧
）、
窯
業
・
土

石
製
品
（
６
６
４
３
万
㌧
）

だ
っ
た
。

　

輸
送
部
門
を
除
く
都
道
府

県
別
の
排
出
量
で
は
、
制
度

が
始
ま
っ
た
第
１
回
目
の
集

計
以
来
、
新
日
本
製
鉄
君
津

製
鉄
所
な
ど
が
あ
る
千
葉
県

が
３
年
連
続
で
ト
ッ
プ
。
全

体
の
９
・
０
％
を
占
め
、
排

出
量
は
５
２
１
４
万
㌧
だ
っ

た
。
次
い
で
愛
知
県
の
４
０

３
５
万
㌧
（
７
・
０
％
）
広

島
県
の
３
６
０
３
万
㌧（
６
・

２
％
）、
兵
庫
県
の
３
５
８

９
万
㌧（
６
・
２
％
）と
続
く
。

　

今
回
、
事
業
所
単
位
の
排

出
量
報
告
を
行
っ
た
事
業
所

数
は
、
１
万
４
８
４
２
事
業

所
（
７
８
１
７
事
業
者
）
で
、

輸
送
部
門
の
排
出
量
報
告
を

し
た
事
業
者
は
、
１
４
２
５

事
業
者
だ
っ
た
。

 運用改善の継続が
全社的な業務改善へ
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運用改善が生む波及効果

省エネ

世
界
の
省
エ
ネ

生物多様性
知っておきたい

　

間
近
に
迫
っ
た
名
古
屋
の
生
物
多
様
性
条
約
第
10
回
締
約
国
会

議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）。
こ
こ
で
は
、
そ
の
重
要
な
国
際
会
議
を
前
に

生
物
多
様
性
の
概
略
を
振
り
返
っ
て
お
く
。
ま
た
そ
れ
が
事
業
活

動
に
と
っ
て
ど
ん
な
必
要
性
を
持
つ
の
か
も
考
え
て
み
る
。

　

難
し
い
と
い
わ
れ
る
生
物
多
様
性
の
概
念
は
イ
メ
ー
ジ
図
を
参

考
に
し
な
が
ら
理
解
を
進
め
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
ず
は
知
る
こ

と
か
ら
地
球
規
模
の
環
境
問
題
に
向
き
合
っ
て
み
た
い
。

生物多様性って
なんだろう？

ＣＯＰって
なんだろう？

遺伝子の多様性

海、森林、河川、
草原などさまざま
な環境で生態系が
つくられている。

１つの生態系の中にも多数の生物
種が依存し合って生きている。

生
態
系

生
物
種

１つの生物種の中でも免疫力の相
違など多様な個体差がある。

１枚のカードがなくなるだけで、全体のバランスが崩れてしまう。

COP10
開催直前

生物多様性条約

08年度調査

地
域
ト
ッ
プ
は
千
葉 

全
体
の
9.0
％

都道府県別報告排出量（特定事業所排出者）

出所：環境省発表資料

千葉県

愛知県

広島県

兵庫県

岡山県

山口県

茨城県
神奈川県福岡県

大分県
北海道
大阪府
三重県

東京都

埼玉県

その他

温室効果ガス
合計排出量

5億7850万㌧

COP10開催地・愛知が守った藤前干潟

い
た
。
当
時
ゴ
ミ
の
処
分
場
は

２
０
０
１
年
に
は
満
杯
と
な
る

予
測
が
立
て
ら
れ
て
い
た
。
計

画
発
表
当
時
か
ら
反
対
運
動
と

保
全
活
動
が
続
け
ら
れ
、
１
９

９
９
年
名
古
屋
市
は
計
画
を
断

念
。「
ご
み
非
常
事
態
」
を
宣

言
し
、
分
別
と
資
源
化
の
ル
ー

ル
が
徹
底
さ
れ
た
。
そ
れ
を
境

に
ゴ
ミ
は
約
20
％
激
減
し
、
埋

立
て
量
も
減
っ
た
。

　

人
間
の
生
活
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
自
然
環
境
を
通
し
て
多
様
な

生
物
と
共
存
し
合
い
な
が
ら
成

り
立
っ
て
い
る
。
地
元
の
人
々

が
そ
の
自
然
の
仕
組
み
に
気
づ

い
て
い
た
か
ら
こ
そ
藤
前
干
潟

は
守
ら
れ
て
き
た
。

設備改善 調達改善

波及効果

●
残
業
代
の
削
減

●
ガ
ス
代
、
水
道
代
の
削
減

●
各
種
経
費
の
削
減

● 
社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

円
滑
化　

 

…
…
そ
の
他
多
数

運用改善

継続

GIFT123

省
エ
ネ
活
動
の

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

　

生
物
多
様
性
は

大
き
く
３
つ
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
分
類

さ
れ
て
い
る
。「
生

態
系
の
多
様
性
」

「
生
物
種
の
多
様

性
」「
遺
伝
子
の

多
様
性
」
だ
。
こ

れ
を
カ
ー
ド
で
つ

く
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

　

危
機
的
な
状
況
に

あ
る
生
物
の
多
様
性

を
守
る
た
め
に
は
、

特
定
地
域
だ
け
の
活

動
や
特
定
生
物
種
の

保
護
だ
け
で
は
追
い

つ
か
な
い
。
世
界
各

国
の
人
々
が
協
力
し

合
う
場
が
必
要
だ
。

そ
れ
が
生
物
多
様
性

に
た
と
え
て
イ
メ
ー
ジ
し
た
の
が
上
図
。
地
球
の

上
に
乗
っ
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
全
体
が
生
物
多
様
性
を

示
し
、
ど
の
１
枚
が
な
く
な
っ
て
も
、
全
体
が
危

機
に
陥
る
。

　

そ
し
て
不
用
意
に
も
次
々
に
カ
ー
ド
を
抜
き
去

ろ
う
と
す
る
存
在
が
人
類
の
活
動
だ
。
危
機
を
も

た
ら
す
と
さ
れ
る
主
な
も
の
は
次
の
４
つ
。
①
環

境
汚
染
、
開
発
、
乱
獲
な
ど
に
よ
り
生
態
系
や
そ

の
生
息
地
が
壊
さ
れ
る
②
人
の
手
を
加
え
る
こ
と

で
守
ら
れ
て
き
た
里
山
な
ど
の
環
境
が
放
置
さ
れ

る
③
外
来
種
の
持
ち
込
み
に
よ
っ
て
生
態
系
が
壊

さ
れ
る
④
地
球
温
暖
化
の
影
響
。

　

も
と
も
と
危
う
い
バ
ラ
ン
ス
で
成
り
立
っ
て
い

た
生
物
の
多
様
性
。
そ
れ
が
今
、
危
機
的
状
況
に

あ
る
。

いろいろな
活動を
知っておこう

　

名
古
屋
で
の
Ｃ
Ｏ

Ｐ
10
開
催
に
合
わ

せ
、
政
府
や
関
連
団

体
、
企
業
な
ど
も
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
展

開
し
て
い
る
。

　

開
催
地
の
愛
知
県

な
ど
が
主
催
す
る
の

は
「
生
物
多
様
性
国

際
自
治
体
会
議
」。

国
レ
ベ
ル
で
は
な
く
国
内
外
の
地
方
自
治
体
首
長

ら
が
集
ま
り
生
物
多
様
性
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

　

企
業
団
体
の
動
き
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
日

本
経
済
団
体
連
合
会
な
ど
が
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
に
合
わ
せ

て
発
足
さ
せ
る
「
生
物
多
様
性
民
間
参
画
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
」。
企
業
の
取
り
組
み
を
支
援
し
、

情
報
交
換
や
経
験
交
流
な
ど
の
活
動
を
行
う
。
ほ

か
に
も
財
団
法
人
都
市
緑
化
基
金
が
、「
生
物
多

様
性
保
全
に
つ
な
が
る
企
業
の
み
ど
り
１
０
０

選
」
と
し
て
事
例
を
募
集
し
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
に
向
け

て
発
表
す
る
な
ど
関
連
す
る
催
し
は
多
数
。

　

関
連
団
体
が
開
く
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
の
サ
イ
ド
イ
ベ
ン

ト
も
「
生
物
多
様
性
交
流
フ
ェ
ア
」「
地
球
い
き

も
の
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
in
モ
リ
コ
ロ
パ
ー
ク
」
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
企
画
が
催
さ
れ
る
。

条
約
で
あ
る
。
１
９
９
２
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ

デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
た
地
球
サ
ミ
ッ
ト
と

呼
ば
れ
る
国
連
環
境
開
発
会
議
で
採
択
さ
れ
た
。

な
お
、
こ
の
会
議
で
は
地
球
温
暖
化
問
題
に
取
り

組
む
気
候
変
動
枠
組
条
約
も
採
択
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
Ｃ
Ｏ
Ｐ
（
コ
ッ
プ
）
と
は
条
約
に
締
約
し

た
国
が
集
ま
る
会
議
の
略
称
で
、
通
常
開
催
回
数

を
後
に
つ
け
て
呼
ぶ
。
今
回
は
第
10
回
に
あ
た
る

こ
と
か
ら
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
と
い
わ
れ
る
。

　

生
物
多
様
性
条
約
の
目
的
は
、
次
の
３
つ
。
①

地
球
上
の
多
様
な
生
物
を
、
そ
の
生
息
環
境
と
と

も
に
保
全
す
る
こ
と
②
生
物
資
源
を
持
続
可
能
で

あ
る
よ
う
に
利
用
す
る
こ
と
③
遺
伝
資
源
の
利
用

か
ら
生
ず
る
利
益
を
、
公
正
か
つ
衡
平
に
配
分
す

る
こ
と
。

事業活動への
直接的な影響を
考えよう

　

各
種
イ
ベ
ン
ト
が

催
さ
れ
る
な
ど
盛
り

上
が
り
を
み
せ
る
Ｃ

Ｏ
Ｐ
10
関
連
の
動

き
。
で
は
、
生
物
多

様
性
の
問
題
は
企
業

の
事
業
活
動
に
直
接

影
響
を
及
ぼ
す
も
の

だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
考
え
ら
れ
る

の
は
、
生
物
の
多
様
性
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う

な
活
動
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
る
と
い
う
流
れ
。
も

し
原
料
調
達
の
た
め
生
態
系
を
壊
す
よ
う
な
こ
と

が
あ
り
そ
れ
が
発
覚
す
れ
ば
、
法
的
な
罰
則
は
も

ち
ろ
ん
、
入
札
の
参
加
資
格
を
失
う
な
ど
の
機
会

損
失
、
悪
い
評
判
が
広
ま
る
風
評
被
害
な
ど
、
事

業
活
動
へ
の
影
響
は
決
し
て
小
さ
く
は
な
い
。
実

際
、
熱
帯
雨
林
を
伐
採
し
て
つ
く
っ
た
農
場
か
ら

原
料
を
調
達
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
不
買
運
動

に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
例
も
あ
る
。
生
物
多
様
性

に
無
関
心
で
あ
る
こ
と
の
リ
ス
ク
は
大
き
い
。

　

そ
の
一
方
で
国
際
社
会
は
生
物
多
様
性
の
保
全

に
巨
額
の
資
金
を
投
じ
る
必
要
性
も
感
じ
て
い

る
。
そ
こ
に
は
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
い

う
好
ま
し
い
影
響
も
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
。

http://econews.jp/newspaper/thinking/
http://econews.jp/newspaper/knowledge/index.html
http://www.setubikaizen.com/
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【第４節：競馬場の環境対策】

排
出
物
の
90
・５
％
を
有
効
利
用

ペッ
ト
ボ
ト
ル
は
競
走
馬
の
ゼッ
ケ
ン
に
!?

　

秋
。
行
楽
の
シ
ー
ズ
ン
。
ま
だ
行
き
先
を
決
め
て
い
な
い
方
に
お
勧
め
し
た
い
ス
ポ
ッ
ト
。
そ
れ
が
競
馬
場
だ
。

　

競
馬
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
競
馬
場
と
い
え
ば
、
フ
ァ
ン
だ
け
が
足
を
運
ぶ
特
別
な
場
所
と
考

え
が
ち
。
し
か
し
、
実
際
の
競
馬
場
や
場
外
馬
券
場
で
は
、
年
間
を
通
し
て
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
が
い
く
つ
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。
馬
と
触
れ
合
う
イ
ベ
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
広
大
な
敷
地
を
利
用
し
た
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、花
火
大
会
、ア
ス
レ
チ
ッ
ク
な
ど
、競
馬
場
は
い
ま
や
巨
大
な
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
パ
ー
ク
だ
。

　

日
本
に
お
け
る
現
在
の
競
馬
史
の
始
ま
り
は
１
８
６
２
年
、
日
本
野
球
史
（
１
８
７
９
年
）
よ
り
も
歴
史
は
古

い
。
始
ま
り
か
ら
１
５
０
年
近
く
た
っ
た
今
、時
代
の
変
化
と
と
も
に
競
走
馬
や
競
馬
場
も
進
化
を
遂
げ
て
き
た
。

　

そ
し
て
、
環
境
へ
の
取
り
組
み
も
同
じ
よ
う
に
進
化
を
遂
げ
て
い
る
。

　

競
馬
界
に
お
け
る
環
境
分
野
の
取
り
組
み

で
最
も
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
の
は
、
リ
サ

イ
ク
ル
活
動
だ
。

　

日
本
中
央
競
馬
会
（
Ｊ
Ｒ
Ａ
）
で
は
、
競

走
馬
の
育
成
、
レ
ー
ス
の
開
催
な
ど
競
馬
事

業
の
活
動
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
紙
ゴ
ミ
や

飼
育
施
設
の
廃
棄
物
と
い
っ
た
多
く
の
排
出

物
が
発
生
す
る
。
そ
こ
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
を

重
視
す
る
Ｊ
Ｒ
Ａ
は
、
こ
れ
ら
排
出
物
の
リ

サ
イ
ク
ル
率
の
目
標
値
を
90
％
と
し
た
「
Ｒ

Ａ
Ｐ
90
」（Recycle Action Program 

90

％
）
を
策
定
。
そ
れ
ぞ
れ
の
排
出
物
の
種
類

に
応
じ
た
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

段
ボ
ー
ル
、
堆
肥
、
菌
床 

│
│ 

適
材
適
所
の
リ
サ
イ
ク
ル

ecoｒｅｖｏｌｕｔｉｏｎ
ecoｒｅｖｏｌｕｔｉｏｎ

エコビジネス動向レポート

vol.06

リサイクルショップ利用していますか

「もったいない」の気持ち

　

東
京
都
八
王
子
市
に
あ
る
「
ム
ラ
ウ
チ

エ
コ
村
」
は
一
風
変
わ
っ
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
。
軒
を
連
ね
る
店
が
家
電
製
品

か
ら
書
籍
ま
で
各
種
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ

ッ
プ
だ
。
し
か
も
店
内
は
リ
ユ
ー
ス
品
を

扱
う
店
と
は
思
え
な
い
豊
富
な
品
揃
え
と

清
潔
感
あ
ふ
れ
る
つ
く
り
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
業
界
は
今
、
活

気
に
満
ち
て
い
る
。
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
が
現
在
に
至
る
経
緯
と
今
後
の
展
望
を

レ
ポ
ー
ト
し
て
み
た
い
。

　

も
と
も
と
国
土
が
狭
く
資
源

が
少
な
い
日
本
で
は
、
古
く
か

ら
モ
ノ
を
大
切
に
し
、
再
使
用

す
る
文
化
が
あ
っ
た
。「
も
っ

た
い
な
い
」
の
精
神
だ
。
し
か

し
、
高
度
経
済
成
長
期
に
入
り

大
量
生
産
・
大
量
消
費
の
時
代

に
な
る
と
そ
う
し
た
文
化
も

徐
々
に
薄
れ
て
い
く
。

　

そ
れ
が
見
直
さ
れ
始
め
た
の

は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
直
後
に
起
き

た
倹
約
ブ
ー
ム
の
こ
ろ
か
ら
。

ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

中
古
工
業
製
品
を
売
買
す
る
業

者
が
全
国
各
地
に
現
れ
た
。
だ

が
、
そ
う
し
た
業
者
の
大
半
が

買
い
取
っ
た
極
め
て
商
品
価
値

の
低
い
不
良
在
庫
を
抱
え
廃
業

に
追
い
込
ま
れ
て
い
く
。

　

そ
ん
な
中
、
中
古
品
に
付
加

価
値
を
つ
け
て
販
売
を
始
め
た

の
が
、「
ム
ラ
ウ
チ
エ
コ
村
」

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
新
た
な
形

態
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
だ

っ
た
。
こ
う
し
た
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
買
取
り
価
格

を
明
瞭
化
さ
せ
、
過
去
の
業
者

に
あ
り
が
ち
だ
っ
た
買
取
り
に

お
け
る
不
透
明
感
を
一
掃
さ
せ

た
。
ま
た
、
買
取
り
後
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
し
っ
か
り
と
行

い
、
責
任
を
持
っ
て
消
費
者
へ

提
供
し
、
家
電
な
ど
に
関
し
て

は
保
証
期
間
も
設
け
た
。
さ
ら

に
店
舗
は
、
新
品
を
扱
う
店
と

同
等
か
そ
れ
以
上
に
綺
麗
で
清

潔
感
の
あ
る
店
舗
づ
く
り
を
心

掛
け
、
親
切
な
接
客
に
も
注
力

し
た
。
こ
う
し
て
今
ま
で
の
イ

メ
ー
ジ
か
ら
脱
却
し
た
新
し
い

形
態
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ

と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
確
立
さ

れ
て
い
く
。

　

そ
ん
な
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ

プ
業
界
に
最
初
の
追
い
風
が
吹

ムラウチエコ村「オフハウス」店内。

「もったいない」を受け継ぐビジネスモデル　リサイクルショップ業界を追う

■　

分
別
を
徹
底
し
て
再
利
用
を
容
易
に

　

で
は
、
多
く
の
観
客
が
訪
れ
る
競
馬
場
や

場
外
馬
券
場
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
か
ら
見
て

い
こ
う
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
か
ら
出
る
ゴ
ミ
は
、
新
聞

紙
等
の
紙
ゴ
ミ
、
缶
・
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

エコカレンダー
キャッチコピー募集

キャンペーン

受賞者発表

　

日
本
テ
ク
ノ
で
は
、
環
境
を
テ
ー
マ
に
過
去
４
年
間
「
エ
コ
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
制
作

し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年
か
ら
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
内
に
掲
載
す
る
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ

ー
の
募
集
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
。
今
回
も
多
数
の
ご
応
募
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、い
よ
い
よ
来
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
採
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
作
品
の
発
表
で
す
。
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　日本テクノさんの「エコカレンダー」を通じて、
環境問題への意識を啓蒙する活動も、今回で４年
目を迎えます。
　前回同様に 2011 年版エコカレンダーもキャッ
チコピーを募集し、多くの皆さまからご応募いた
だきました。
　回を重ねる度に思いますのは、環境問題意識の
浸透です。
　ご応募いただくコピーからは、資源に限りある
美しい地球をいかに次代へ残していくのか、生活
を通して考え、実践しようとされている生活に密
着したエコ意識が伺えます。
　地球に住む多くの人たちがそれに気づき、それ
を願えば、多くの企業の姿勢もおのずと消費者の

「エコ意識」に合わせたものに変わります。
　私たち一人ひとりが、環境問題への関心を持ち
続けていることがとても大事だと感じています。
それが当たり前となり、日常に組み込まれて「エ
コ」や「環境問題」などという言葉が当たり前す
ぎて使われなくなったころ、地球の寿命は延びて
いるのでしょうね。

日野 水穂 氏
株式会社イクリプス代
表取締役社長。大賞受
賞作 13 本に添える水
彩画の制作を担当する。
http://www.eclipse-jp.com/

総 評

特別賞 大賞以外にも素晴らしい作品が多数寄せられました。皆さんの環境への思いに
対し少しでも敬意を表したいと考え、関係者を選者に特別賞を設けました。

たくさんのご応募、
ありがとうございました！！
たくさんのご応募、
ありがとうございました！！

東京都目黒区立第七中学校（トナカイで地球をまわるエコなサンタさん・智毅さん 13 歳 他）や、福島県立平商業高等学校（風
鈴の音。聞きたくなるそんな夏・智美さん 16 歳 他）からの団体応募もいただきました。ご協力ありがとうございました。

「エコ・環境」をテーマにご意見を募集！
〒163-0650　東京都新宿区西新宿1-25-1　新宿センタービル50階
日本テクノ株式会社「エコカレンダーキャッチコピー募集キャンペーン」TEL.0120-308-498
●日本テクノ株式会社の個人情報保護方針　http://www.n-techno.co.jp/kojin.htmlをご参照ください

詳細はサイトへ▶▶エコカレンダーキャッチコピー募集キャンペーン

www.n-techno.co.jp
お問い合わせ
ご意見は
こちらまで

自然破壊は大きな問題。
一人ひとりの小さなことでもできる
ことからやっています。
 ゆき さん（富山県 30代）

たんぽぽを ふーっとふいたら
きれいな青空が受けとめてくれたよ

月４

かけがえのない地球を、子どもたちにちゃんと引き渡したい。

 のぶお さん（長野県 40代）

あぜ道を歩いたら今年も会えたよ、
つくしん坊。可愛いいね。

月３ 自然の力強さや美しさ（恐さも）を感じとれる人になりたい。
感じるから大切にできると思うんです。
 ふたご星 さん（三重県 50代）

打ち水が連れてくる風 ラムネ色

月７

地球を愛することが環境問題解決の第一歩と思うから。

 りくた さん（千葉県 60代）

山だ山だ山だ川だ川だ川だ日本の自然だ

月２ 道行く道路に空缶や紙くずが目立ちます。
一人ひとりの心がけで美しい日本を目指そう！！
 いくこ さん（静岡県 50代）

雨上がりのあじさいの花。輝いているね。

月６

日本の四季がある自然環境がすごく好きで、ずっと先の未来まで残していきたいと思います。環境問題は
グローバルな視点で解決していかなきゃいけないと思うけど、その根底には個人個人の環境に対する関心
と意識づけが重要だと思います。好きなものは守りたいと思う。その単純な理由でみんなが環境を守って
いけるように、より多くの人が環境問題に関心を持って自然の素晴らしさや大切さを知り、よく考えて環境
保全が当たり前になる社会になっていくことを願っています。 ひのまれ さん（エコピープル・東京都20代）

綺麗だねってつぶやいたから
照れてるような夕焼け空

月５ いつまでもキレイな地球であるように努力していきたいと思います。

 四季の風 さん（千葉県 40代）

澄みきった 空にまんまる お月さま

月９

田舎にはまだまだ自然が残ってる。
夏にはカブト虫やクワガタが庭先に光につられて飛んで来る。
これって大切な自然が残ってる証。
 カブト虫 さん（兵庫県 50代）

じいちゃん家 クワガタ飛んで 来るんだよ

月８

一人ひとりの毎日のちょっとした気配り、心づかいが大切・・・と思います。

 クジラ さん（神奈川県 70代）

深呼吸 お腹に一杯 秋の風

10月

子どもたちにきれいな環境を残していきたいですね。

 神無月☆彡 さん（愛媛県 20代）

よ～いどん！ 枯葉の上で、ぽっかぽか

11月

地球温暖化で北極の氷がとけています。
白くまの住む場所がなくならないように、僕１人だけでも努力しようと思っています。

 Ｍｒ．貴族 さん（滋賀県 10代）

「しろくまさん、
あなたはどこに引越すの？」　

12月
2011年

13 本
2011 年エコカレンダーに採用させていただくキャッチコピーは、以下の 13本
に決定いたしました。おめでとうございます。ただ今、日野水穂先生が、この
コピーにぴったりのイラストを鋭意作成中。どんな仕上がりになるか、楽しみに
お待ちください。完成したエコカレンダーは、コピーを寄せてくださった応募
者全員に贈呈いたします。

大 賞

今は便利なものがたくさん増えましたが、そのせいで電気を使いすぎたり、ゴミ
が増えたり、、、本当に自分に必要なのか
あるもので何とかできないか ?アイデアを考える楽しさを皆が知ったらいいのに
な～と思います。
 まほちゃん大好き さん（静岡県 20代）

キャンドルの やさしい光で クリスマス

１２月

2010年

▲2010年９月分「よいおば」さんのコピー ▲2010年５月分「こうげつ」さんのコピー

ル
や
弁
当
等
の
容
器
類
な
ど
多
種
多
様
。
そ

れ
に
対
し
、
Ｊ
Ｒ
Ａ
で
は
一
部
の
施
設
に
分

別
ゴ
ミ
箱
を
設
置
。
さ
ら
に
レ
ー
ス
開
催
競

馬
場
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
場
内
を
回
っ
て
ゴ

ミ
を
回
収
し
、
分
別
を
呼
び
掛
け
る
「
ク
リ

ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
あ
る
施
設
で
は
、
そ

う
し
て
集
め
た
ゴ
ミ
を
さ
ら
に
細
か
く
分
類

す
る
作
業
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
う
し
て
回
収
さ
れ
た
排
出
物
は
さ
ま
ざ

ま
な
形
と
な
っ
て
競
馬
場
で
楽
し
む
人
々
の

身
近
な
と
こ
ろ
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
フ
レ
ー
ク
状
に
加
工

す
る
な
ど
い
く
つ
か
の
工
程
を
経
て
再
生
ポ

リ
エ
ス
テ
ル
綿
と
し
て
、
競
走
用
・
調
教
用

の
ゼ
ッ
ケ
ン
や
清
掃
員
・
警
備
員
の
作
業
服

の
材
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
。

　

競
馬
と
い
っ
た
ら
馬
券
（
勝
馬
投
票
券
）。

テ
レ
ビ
中
継
を
見
て
い
る
と
ゴ
ー
ル
シ
ー
ン

に
観
客
席
か
ら
は
ず
れ
馬
券
が
宙
に
投
げ
ら

れ
る
光
景
を
よ
く
目
に
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
ら
の
馬
券
も
リ
サ
イ
ク
ル
の
対
象
だ
。

ま
ず
投
票
の
時
に
使
用
す
る
マ
ー
ク
カ
ー
ド

は
、
投
票
所
で
回
収
し
ま
と
め
て
保
管
さ

れ
、
す
べ
て
上
質
紙
な
ど
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
る
。
そ
し
て
払
戻
済
み
の
馬
券
の
ほ
と
ん

ど
は
、段
ボ
ー
ル
の
芯
な
ど
に
リ
サ
イ
ク
ル
。

そ
れ
ぞ
れ
素
材
の
適
性
に
合
っ
た
再
利
用
が

な
さ
れ
て
い
る
。

■　

最
も
多
い
の
は
競
走
馬
の
じ
ゅ
う
た
ん

　

Ｊ
Ｒ
Ａ
の
排
出
物
の
中
で
約
80
％
を
占
め

る
の
が
馬
屋
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
用
素
材
で
あ
る

馬
房
敷し

き

料り
ょ
うだ

。
競
走
馬
に
と
っ
て
、
脱
臼
や

骨
折
は
競
走
馬
生
命
だ
け
で
は
な
く
、
死
に

も
直
結
す
る
。
そ
の
馬
た
ち
の
足
元
を
支
え

る
重
要
な
も
の
。
栗
東
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
は
、
敷
料
と
し
て
使
用
し
た
ウ
ッ
ド

シ
ェ
ー
ブ
（
木
を
薄
く
削
っ
た
も
の
）
は
、

発
酵
さ
せ
て
堆
肥
化
し
、
土
壌
改
良
材
や
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
の
原
料
な
ど
に
利
用
。ま
た
、

美
浦
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
は
敷
い
た

稲
ワ
ラ
（
稲
を
乾
燥
さ
せ
た
も
の
）
を
堆
肥

や
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
の
菌
床
と
し
て
リ
サ
イ

ク
ル
し
て
い
る
。

　

２
０
０
９
年
に
お
け
る
Ｊ
Ｒ
Ａ
全
体
の
総

排
出
量
は
約
８
万
４
０
０
０
㌧
。
こ
の
う
ち

約
７
万
６
０
０
０
㌧
が
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ

た
。
率
に
し
て
90
・
５
％
に
も
な
る
。

　

一
度
捨
て
ら
れ
た
モ
ノ
が
、
競
馬
場
を
彩

る
競
走
馬
た
ち
の
ゼ
ッ
ケ
ン
に
な
り
、
安
全

や
清
潔
を
守
っ
て
く
れ
る
人
た
ち
の
作
業
着

に
な
る
。
さ
ら
に
は
、
私
た
ち
の
食
卓
に
並

ぶ
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
を
育
て
て
く
れ
る
。

　

よ
り
良
い
状
態
で
競
走
馬
に
走
っ
て
ほ
し

い
。
よ
り
良
い
環
境
で
そ
の
競
走
馬
が
走
る

姿
を
見
た
い
。
そ
う
し
た
気
持
ち
が
ゴ
ミ
の

分
別
や
動
物
保
護
の
意
識
と
な
っ
て
、
私
生

活
に
も
影
響
を
及
ぼ
せ
ば
、
自
然
と
地
球
環

境
の
改
善
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

（
写
真
提
供
：
Ｊ
Ｒ
Ａ
／
参
考
資
料
：
Ｊ
Ｒ

Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

競馬場でのペットボトルのリサイクル

回
収
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は

コ
ン
ベ
ア
で
粉
砕
用
の
機
械

に
投
入
さ
れ
る
。

粉
砕
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は

フ
レ
ー
ク
状
に
な
り
、
次
の

加
工
工
程
へ
。

フ
レ
ー
ク
状
の
原
料
は
、
繊

維
状
に
加
工
さ
れ
再
生
ポ
リ

エ
ス
テ
ル
綿
の
素
材
に
。

清掃員の作業服
や競走馬のゼッ
ケンとしてリサ
イクルされる。

馬房に敷いているウッドシェーブ。馬房敷料と呼ばれる
これらクッション用素材はJRAが排出するゴミの中で
も最も多く全体の約80％を占める。

い
た
の
は
２
０
０
１
年
４
月
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
本
格
施

行
で
あ
る
。
消
費
者
が
費
用
を

負
担
し
、
家
電
メ
ー
カ
ー
な
ど

が
リ
サ
イ
ク
ル
義
務
を
負
う
法

律
の
施
行
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ

ョ
ッ
プ
の
取
扱
量
が
増
加
し
、

業
界
が
成
長
し
て
い
く
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
に
続
く
順
風
が
、
近
年

の
環
境
意
識
の
高
ま
り
だ
。
地

球
温
暖
化
問
題
な
ど
へ
の
関
心

か
ら
、
リ
ユ
ー
ス
活
動
が
再
度

見
直
さ
れ
、
担
い
手
と
し
て
の

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
が
注
目

を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
多

く
の
人
が
、
本
格
的
な
循
環
型

社
会
を
形
成
し
て
い
く
た
め
に

構
造
的
な
リ
ユ
ー
ス
の
流
れ
を

つ
く
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
意

識
し
始
め
た
よ
う
だ
。

　

日
本
の
経
済
状
況
や
生
活
ス

タ
イ
ル
が
変
わ
り
、モ
ノ
を「
所

有
す
る
」
＝
「
豊
か
」
と
い
う

風
潮
は
薄
れ
つ
つ
あ
る
。
環
境

保
護
と
モ
ノ
を
大
切
に
す
る
と

い
う
考
え
方
が
浸
透
し
、「
愛

着
の
あ
る
も
の
を
い
か
に
長
く

使
う
か
」と
い
う
部
分
に
、人
々

は
ス
テ
ー
タ
ス
を
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
今
リ
サ
イ
ク
ル
シ

ョ
ッ
プ
業
界
が
支
持
さ
れ
て
い

る
理
由
に
は
、
そ
ん
な
考
え
方

の
変
化
も
あ
る
よ
う
だ
。

　

今
後
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ

プ
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
の
よ
う
に
、
社
会
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
欠
か
せ
な
い
存
在
に
な

っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
当
面
の
目

標
は
、
よ
り
幅
広
い
年
齢
層
か

ら
必
要
と
さ
れ
る
存
在
に
な
る

こ
と
だ
と
い
う
。ま
だ
の
人
は
、

ぜ
ひ
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
デ

ビ
ュ
ー
を
。

忘
れ
ず
に

《取材協力》
株式会社ゼロエミッション
社名を直訳すると「廃
棄物ゼロ」。身近なエ
コロジーの「リユース」
を推進。不用品を買い
取り、クリーニングを
してリユース品として
販売。写真の「ムラウ
チエコ村」などグルー
プ全46店舗を展開。

リサイクルショップ業界をめぐる動き
根づいていた「もったいない」文化

大量生産・大量消費の時代

バブル崩壊後の中古品販売店

現在のリサイクルショップ形態へ

家電リサイクル法が業界を後押し

環境意識の高まりが追い風に

国土が小さく資源の少ない日本には、もと
もとモノを大切に使いリユースの精神にも
かなった「もったいない」の文化が根づ
いていた。

高度経済成長期における大量生産・大量
消費の潮流が、日本人の美徳であった「も
ったいない」の精神を徐々に押しやってい
った。

バブル崩壊後の倹約ブームに乗って、中
古品の扱い業者が増加。その後、商品価
値の低い多量の不良在庫を抱えるように
なり、多くが廃業。

清潔感のある店舗や家電には保証をつけ
るなどそれまでにはない付加価値をつけ
た新しい形態のリサイクルショップが誕生
していく。

消費者が費用を負担しメーカーがリサイク
ル義務を負う家電リサイクル法が施行さ
れ、リサイクルショップの扱い量が増加。
業界が活気づく。

社会全体が環境保全の大切さを認識し始
める。今後はコンビニエンスストアのよう
にリサイクルショップがインフラ的存在へ。

結婚して子どもを授かり、命の尊さを実感しました。今だけが大切なんじゃない。
この子たちのさらに子どもたちに、緑いっぱいの景色を残してあげたい。でも大
きいことはできないので、今自分ができる小さな事から始めようと思いました。
自分のためだけじゃない。将来のために。
 むさん さん（茨城県 20代）

おじいちゃん おばあちゃん
この景色 僕たちが守るからね

月１
2011年

　馬
本 

英
一 

賞

虹
さ
ん
は 

き
れ
い
な 

地
球
の 

メッセ
ン
ジャ
ー

タ
コ
え
も
ん 

さ
ん
（
大
阪
府
60
代
）

ね
ぇ
母
さ
ん 

僕
ね 

ホ
タ
ル
を
見
て
み
た
い

ホ
ラ
ー
マ
マ 

さ
ん
（
埼
玉
県
40
代
）

　大
日
本
印
刷 

賞

真
夏
日
の 

夕
暮
れ
風
の
爽
快
感

風
鈴
の 

凉
音
が
運
ぶ
心
地
よ
さ

マ
マ
ち
ゃ
ん 

さ
ん
（
愛
知
県
20
代
）

　日
本
テ
ク
ノ 

賞

ベラ
ン
ダ
の
キュウ
リ
が
嫁
の
料
理
よ
り
お
い
し
い
、

な
ん
て
言
え
な
い
な

longm
ix 

さ
ん
（
愛
知
県
30
代
）

　環
境
市
場
新
聞 

賞

散
歩
の
帰
り
通
り
雨
、大
き
な
木
の
下
雨
や
ど
り
、

今
度
は
私
が
恩
返
し

と
と
ろ
く 

さ
ん
（
京
都
府
40
代
）

　エ
コ
ピ
ー
プ
ル 

賞

○
エ
コ
ピ
ー
プ
ル
支
援
協
議
会 

事
務
局
長　

澤
登
信
子
氏

電
気
消
す 

たっ
た
こ
れ
だ
け 

綺
麗
な
夜
空

あ
ず
ぅ 

さ
ん
（
石
川
県
30
代
）

2422名!!
応
募
者

https://www.n-techno.co.jp/calendar_campaign/


（ 4 ）環 境 市 場 新 聞 ２０１０年 （平成２２年） 秋季　【季刊】

話題のテレビ番組

バックナンバーは

特 集

導
入
事
例
紹
介
ツ
ー
ル
か
ら

毎
週
放
送
の
テ
レ
ビ
番
組
へ

　

日
本
テ
ク
ノ
が
提
供
す
る
テ
レ
ビ
番

組
が
２
０
１
０
年
７
月
か
ら
放
送
を
開

始
し
た
。
番
組
名
は
「
省
エ
ネ
の
達
人

『
企
業
編
』」。
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
７
チ
ャ

ン
ネ
ル
の
テ
レ
ビ
東
京
系
・
Ｂ
Ｓ
ジ
ャ

パ
ン
で
毎
週
水
曜
日
21
時
54
分
か
ら
４

分
間
番
組
（
村
上
龍
さ
ん
司
会
の
「
カ

ン
ブ
リ
ア
宮
殿
」
の
後
）
と
し
て
放
映

さ
れ
て
い
る
。
な
お
番
組
ス
タ
ー
ト
当

初
は
毎
週
木
曜
日
の
放
映
だ
っ
た
が
、

番
組
編
成
の
都
合
で
こ
の
10
月
か
ら
水

曜
日
へ
変
更
さ
れ
た
。

　

出
演
者
は
日
本
テ
ク
ノ
の
ユ
ー
ザ
ー

で
あ
り
、
省
エ
ネ
に
積
極
的
に
取
り
組

む
企
業
。
毎
回
、
工
夫
を
こ
ら
し
た
省

エ
ネ
活
動
の
様
子
が
番
組
内
で
紹
介
さ

れ
て
い
く
。

　

例
え
ば
第
１
回
の
焼
き
肉
店
「
叙
々

苑 

游
玄
亭 

西
麻
布
本
館
」
で
は
、
冷

た
い
お
し
ぼ
り
の
交
換
回
数
を
多
く
し

て
利
用
客
の
体
感
温
度
を
下
げ
、
空
調

に
頼
ら
な
い
快
適
性
を
提
供
す
る
手

法
。
そ
の
他
の
回
で
も
、
圧
縮
機
の
利

用
や
梱
包
方
法
の
工
夫
で
ゴ
ミ
の
廃
棄

容
量
を
４
分
の
１
に
抑
え
た
事
例
（
第

４
、
５
回
・
株
式
会
社
ヒ
キ
フ
ネ
）
や
、

省
エ
ネ
活
動
が
強
制
的
に
な
ら
な
い
よ

う
取
り
組
み
の
内
容
は
す
べ
て
社
員
一

人
ひ
と
り
の
ア
イ
デ
ア
か
ら
決
定
す
る

企
業
（
第
７
回
・
交
友
印
刷
株
式
会
社
）

な
ど
参
考
に
な
る
情
報
が
多
数
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。

　

番
組
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
企
業

の
多
く
は
、
日
本
テ
ク
ノ
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
電
気
の
「
見
え
る
化
」
を

取
り
入
れ
、
そ
れ
を
契
機
に
省
エ
ネ
活

動
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
最
初
は
電

　

日
本
テ
ク
ノ
で
は
、「
省
エ
ネ
の

達
人
『
企
業
編
』」
の
過
去
放
送
分

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト
で
配

信
し
て
い
る
。
過
去
放
送
分
の
す
べ

て
が
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
と
し
て
揃
え

て
あ
り
、
放
送
月
や
出
演
企
業
名
を

選
択
す
れ
ば
、
該
当
す
る
放
送
分
を

視
聴
で
き
る
。

　

同
番
組
は
企
業
に
お
け
る
省
エ
ネ

活
動
の
情
報
が
細
か
く
多
岐
に
わ
た

っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
内
容
。
そ
の

た
め
最
初
の
テ
レ
ビ
放
送
で
気
に
な

る
情
報
を
見
つ
け
た
ら
、
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
の
は
も
っ
た
い
な
い
。

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
で
繰
り
返
し
閲
覧

し
て
、
そ
の
省
エ
ネ
手
法
が
ど
の
よ

う
に
自
社
に
生
か
せ
る
か
考
え
な
が

ら
見
る
よ
う
に
す
る
と
、
情
報
活
用

の
幅
は
広
が
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
こ
の
サ
イ
ト
は
、
省
エ
ネ
活

動
に
つ
い
て
「
ど
こ
か
ら
始
め
た
ら

よ
い
か
わ
か
ら
ず
迷
っ
て
い
る
」
と

い
う
企
業
に
と
っ
て
も
参
考
に
な

る
。
そ
ん
な
企
業
は
、
ま
ず
自
社
の

業
態
に
近
い
出
演
企
業
の
取
り
組
み

を
見
て
、
活
動
の
様
子
を
参
考
に
す

る
と
い
い
。

　

こ
の
ウ
ェ
ブ
版
「
省
エ
ネ
の
達
人

『
企
業
編
』」
は
、
テ
レ
ビ
放
映
の
翌

日
、
毎
週
木
曜
日
に
更
新
さ
れ
、
新

た
な
出
演
企
業
の
取
り
組
み
が
閲
覧

で
き
る
。
ま
た
サ
イ
ト
内
に
は
放
送

回
ご
と
の
内
容
を
写
真
と
文
章
で
簡

潔
に
ま
と
め
た
ペ
ー
ジ
も
用
意
さ
れ

て
お
り
、
こ
こ
で
各
回
の
概
要
も
確

認
で
き
る
。

もう見た？

気
の
節
約
が
主
た
る
目
標
だ
っ
た
。
し

か
し
、
そ
の
活
動
を
推
進
し
て
い
く
う

ち
、
社
内
の
意
識
改
革
が
進
み
、
思
わ

ぬ
波
及
効
果
が
生
ま
れ
て
く
る
。
無
駄

な
電
気
を
使
わ
な
い
と
い
う
取
り
組
み

が
、
水
道
や
ガ
ス
、
さ
ら
に
は
旅
費
や

事
務
用
消
耗
品
な
ど
事
業
活
動
の
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
に
ま
で
範
囲
が
広
が
っ
て

い
き
、
あ
ら
ゆ
る
無
駄
の
削
減
活
動
が

浸
透
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
実
は
こ
の

番
組「
省
エ
ネ
の
達
人『
企
業
編
』」は
、

そ
う
し
た
事
業
活
動
全
般
の
無
駄
を
省

く
と
い
う
波
及
効
果
を
中
心
に
、
各
社

の
活
動
を
紹
介
し
て
い
る
。
よ
っ
て
紹

介
さ
れ
る
省
エ
ネ
や
改
善
の
ア
イ
デ
ア

は
業
種
を
問
わ
ず
ど
の
企
業
で
も
応
用

で
き
る
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
そ
も
そ
も
こ
の
番
組
が
始
ま

っ
た
き
っ
か
け
は
日
本
テ
ク
ノ
が
独
自

に
発
行
し
て
い
た
「
お
客
様
の
声
・
導

入
事
例
」
と
い
う
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
あ

っ
た
。
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
導
入
企
業
を
同
社
の

広
報
担
当
者
が
取
材
し
、
そ
の
効
果
や

利
用
方
法
を
ま
と
め
た
も
の
。
こ
の
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
に
紹
介
す
る
企
業
が
増
え

て
い
く
に
つ
れ
、
情
報
の
有
用
性
に
評

判
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
今
回
の
番
組

提
供
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
こ
の
紙
媒

体
で
制
作
し
た
価
値
あ
る
情
報
を
、
わ

か
り
や
す
い
映
像
の
形
に
し
て
広
め
る

べ
き
だ
と
の
発
案
に
よ
り
始
ま
っ
た
。

　

番
組
視
聴
者
の
評
判
は
上
々
。「
自

社
の
活
動
に
も
使
え
る
」「
ユ
ニ
ー
ク

な
取
り
組
み
方
だ
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
る
。
一
方
の
出
演
企
業
も
、
放
送
翌

日
に
は
番
組
の
話
題
で
持
ち
き
り
に
な

り
社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性

化
に
つ
な
が
っ
た
と
こ
ろ
や
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ

活
動
に
役
立
て
ら
れ
た
と
い
う
と
こ
ろ

な
ど
放
送
後
に
再
度
の
「
波
及
効
果
」

が
生
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

出
演
企
業
に
は
、
放
送
１
週
間
前
に

日
本
テ
ク
ノ
か
ら
告
知
用
ポ
ス
タ
ー
が

送
ら
れ
る
。
省
エ
ネ
の
達
人
企
業
は
ポ

ス
タ
ー
を
前
に
放
送
予
定
日
を
楽
し
み

に
待
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
の
達
人
技

を
目
に
す
る
視
聴
者
は
き
っ
と
何
ら
か

の
利
益
を
得
ら
れ
る
は
ず
だ
。

得する省エネ情
報

省エネの達人『企業編』
毎週水曜 夜９時54分～（BSデジタル７ch）

撮
影
現
場
は
笑
顔
が
広
が
る

　
「
省
エ
ネ
の
達
人
」
と
し
て

紹
介
さ
れ
る
出
演
企
業
の
担
当

者
は
社
員
の
省
エ
ネ
意
識
の
変

化
や
自
社
の
取
り
組
み
を
う
れ

し
そ
う
に
語
る
人
が
ほ
と
ん
ど

だ
。
こ
れ
ま
で
が
ん
ば
っ
て
き

た
自
社
の
省
エ
ネ
活
動
が
、
テ

レ
ビ
出
演
す
る
こ
と
で
、
ひ
と

つ
の
成
果
と
し
て
証
明
さ
れ
た

と
喜
ん
で
い
る
よ
う
。
そ
の
た

め
初
め
て
の
テ
レ
ビ
出
演
で
カ

メ
ラ
前
に
立
っ
て
も
、
緊
張
の

面
持
ち
で
は
な
く
、
笑
顔
の
受

け
答
え
が
目
立
つ
。
撮
影
現
場

は
い
つ
も
和
や
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
自
社
の
活
動
を
世
間

に
示
し
た
の
で
、
今
後
も
継
続

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
気
持
ち
を
新
た
に
す
る
企
業

も
多
い
。
出
演
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
活
動
を
よ
り
推
進
し
て

い
こ
う
と
い
う
前
向
き
な
企
業

ば
か
り
だ
。こ
の
番
組
か
ら
は
、

そ
ん
な
企
業
の
姿
勢
も
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
。

これまでの放送と、
これらからの放送予定

放送回 放送日 出演企業 所在地
業種

第1回 ７/1 株式会社 叙々苑
游玄亭 西麻布本館

東京都
焼肉レストラン

第2回 7/8 株式会社 エコシス埼玉
埼玉県

産業廃棄物処理

第3回 7/15 社会福祉法人 昭和村
千葉県
介護施設

第4回 7/22 株式会社 ヒキフネ（前編）
東京都
メッキ加工

第5回 7/29 株式会社 ヒキフネ（後編）
東京都
メッキ加工

第6回 8/5 株式会社 レーシングワールド
大阪府

バイク用品小売

第7回 8/12 交友印刷 株式会社
兵庫県
印　刷

第8回 8/19 株式会社 岩井化成
茨城県

リサイクル加工

第9回 8/26 株式会社 ねぼけ
梵珠庵ひたちなか店

茨城県
飲食店

第10回 9/2 株式会社 グンゴー
群馬県

精密板金加工

第11回 9/9 朝日共販 株式会社
兵庫県

海産物加工販売

第12回 9/16 株式会社 キムラプラスチックス
大阪府

精密プラスチック成形

第13回 9/23 株式会社 ツタ
神奈川県

金属製品加工

第14回 9/30 株式会社 パレスホテル 
お宿 伊豆の城

静岡県
温泉宿泊施設

第15回 10/6
（予定） 松本印刷 株式会社

静岡県
印　刷

第16回 10/13
（予定） 大協樹脂 株式会社

茨城県
グラビア印刷

このあとも、まだまだ続きます。

ＥＲＩＡ導入企業の取り組みを紹介する
「お客様の声・導入事例」。放送１週間前に日本テクノから出演企業へ送られる告知用ポスター。

番組の内容
日本テクノのユーザー企業な
どがどのような省エネに取り
組んでいるのか、その活動
を紹介していく番組。電気の
省エネだけでなく、社内の意
識改革や原材料の有効活用
方法など事業活動全般にわた
って活用できるノウハウが満
載。毎週水曜日、夜９時５４分
からＢＳジャパン（ＢＳデジタ
ル７ｃｈ）にて絶賛放映中。

放送翌日の木曜日に更新
http://www.eco-tatsujin.jp/

動画だけでなく出演企業の概要も
紹介。

カメラ前に立つ企業の
出演者。どの現場も和
やかな雰囲気で撮影は
スムーズ。笑顔の受け
答えが目立つ。

で検索日本テクノ　省エネの達人

http://www.eco-tatsujin.jp/
http://www.eco-tatsujin.jp/
http://cubicle-hoan.jp/
https://www.n-techno.co.jp/
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「
気
が
つ
い
た
ら
、
家
の

中
に
ま
っ
た
く
火
の
な
い
生

活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
」。

大
谷
武
司
さ
ん
は
オ
ー
ル
電

化
で
の
生
活
の
変
化
を
こ
う

話
し
て
く
れ
た
。
妻
の
久
子

さ
ん
は
、
お
茶
の
先
生
。
自

宅
や
地
元
の
観
光
施
設
で
週

に
３
日
ほ
ど
茶
道
教
室
を
開

い
て
い
る
。
茶
道
の
世
界
で

は
炭
を
お
こ
し
て
湯
を
沸
か

し
、
お
茶
を
た
て
る
。
こ
れ

ま
で
ガ
ス
コ
ン
ロ
で
炭
を
お

気
管
理
技
術
者
。
日
々
多
く

の
会
社
を
ま
わ
り
、
電
気
設

備
の
保
守
・
点
検
を
行
っ
て

い
る
。
電
気
に
は
精
通
し
て

お
り
、
太
陽
光
も
「
計
画
的

に
使
え
ば
有
意
義
な
活
用
が

で
き
る
」
と
関
心
を
持
っ
て

い
た
。
そ
こ
へ
日
本
テ
ク
ノ

か
ら
の
提
案
と
、
国
か
ら
の

補
助
金
、
買
電
価
格
が
こ
れ

ま
で
の
倍
の
48
円
に
な
っ
た

タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
な
り
、
オ

ー
ル
電
化
に
踏
み
切
っ
た
。

　
　
　

◇　
　
　

◇

　

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ

ー
同
様
、
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
も

「
快
適
そ
の
も
の
」
と
ご
夫

妻
。
大
谷
家
で
は
こ
れ
ま
で

灯
油
を
使
い
風
呂
を
沸
か
し

て
い
た
が
、
灯
油
を
燃
や
す

際
の
音
や
に
お
い
、
定
期
的

こ
し
て
い
た
た
め
、
こ
の
と

き
初
め
て
家
の
中
か
ら「
火
」

が
一
切
無
く
な
っ
た
こ
と
に

気
が
つ
い
た
。「
考
え
て
み

た
ら
、
夏
場
の
蚊
取
り
線
香

や
ろ
う
そ
く
な
ど
着
火
に
は

す
べ
て
ガ
ス
コ
ン
ロ
を
使
っ

て
い
ま
し
た
。
今
も
自
然
と

足
が
台
所
に
向
か
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
」
と

久
子
さ
ん
。
オ
ー
ル
電
化
に

な
り
、
あ
ら
た
め
て
マ
ッ
チ

を
買
い
に
出
か
け
た
。

　

そ
ん
な
出
来
事
は
あ
っ
た

も
の
の
、
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ

ヒ
ー
タ
ー
の
使
い
勝
手
は
大

満
足
。「
Ｉ
Ｈ
は
ガ
ス
コ
ン

ロ
と
違
い
、
炎
が
鍋
を
覆
っ

て
熱
を
ま
わ
り
に
放
射
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年

は
、
汗
を
か
き
な
が
ら
料
理

を
つ
く
っ
て
い
た
去
年
が
う

初めての「火のない生活」
オール電化でマッチを購入！？

▲手前が大谷さん夫妻
の家。太陽光パネルは隣
の家の屋根に設置。
 ５月以降は収支がプラ
スの状態に。

エコテナントユーザーレポート

東京・五反田
KHビル

株式会社 ワールドワン

各
テ
ナ
ン
ト
に
請
求
す
る
電

気
料
金
の
計
算
書
も
提
供
し

た
。
以
降
、
毎
月
行
っ
て
い

た
子
メ
ー
タ
ー
の
検
針
業
務

が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
た
。

　

同
ビ
ル
は
10
階
建
て
。
す

べ
て
の
フ
ロ
ア
に
つ
い
て
い

る
子
メ
ー
タ
ー
は
テ
ナ
ン
ト

室
内
に
あ
り
、
不
在
な
ら
確

認
が
で
き
な
い
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ビ
ル
。
だ
が
エ
コ
テ
ナ
ン

ト
は
通
信
機
能
を
使
っ
た
自

動
検
針
シ
ス
テ
ム
。
各
テ
ナ

ン
ト
の
電
気
料
金
精
算
を
代

行
す
る
サ
ー
ビ
ス
だ
。
よ
っ

て
導
入
後
は
完
全
に
請
求
管

理
業
務
が
不
要
に
な
っ
た
。

　

同
社
の
原
社
長
は
、
品
川

区
議
会
建
設
委
員
長
で
も
あ

り
環
境
問
題
に
関
心
の
高
い

人
物
。
ま
た
環
境
復
興
主
義

宣
言
を
唱
え
る
公
益
法
人
の

理
事
で
も
あ
る
。
そ
ん
な
背

景
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
何
度

か
エ
コ
テ
ナ
ン
ト
の
モ
ニ
タ

を
見
て
、
エ
ア
コ
ン
の
稼
働

前
後
に
ど
れ
ほ
ど
電
気
を
使

用
す
る
の
か
な
ど
の
確
認
を

厳
し
く
行
っ
て
い
る
。
環
境

保
全
の
身
近
な
取
り
組
み
を

常
に
心
掛
け
る
姿
勢
だ
。
地

域
や
社
会
全
体
の
環
境
問
題

に
挑
む
公
的
な
場
で
の
活
躍

は
、
身
近
な
事
柄
を
お
ろ
そ

か
に
し
な
い
気
持
ち
か
ら
生

ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

Ｊ
Ｒ
山
手
線
・
五
反
田
駅

西
口
か
ら
徒
歩
約
５
分
。
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
が
並
ぶ
一
角
、

検
察
庁
五
反
田
分
室
の
隣
に

あ
る
Ｋ
Ｈ
ビ
ル
。
こ
こ
に
エ

コ
テ
ナ
ン
ト
が
導
入
さ
れ
た

の
は
１
年
ほ
ど
前
。
導
入
の

ポ
イ
ン
ト
は
、
テ
ナ
ン
ト
へ

の
電
気
料
金
請
求
業
務
が
不

要
に
な
る
こ
と
と
、
古
く
な

っ
て
い
た
子
メ
ー
タ
ー
の
入

れ
替
え
が
で
き
る
こ
と
な
ど

だ
っ
た
。

　

オ
ー
ナ
ー
は
、
同
ビ
ル
２

階
に
あ
る
株
式
会
社
ワ
ー
ル

ド
ワ
ン
の
原
浩
三
社
長
。
ポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ
、
不
動
産
管

理
業
を
営
む
同
社
で
こ
の
ビ

ル
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
な
さ

れ
て
い
る
。

　

電
気
設
備
の
保
安
サ
ー
ビ

ス
が
日
本
テ
ク
ノ
に
な
っ
た

の
は
約
10
年
ほ
ど
前
。
そ
れ

以
前
に
委
託
し
て
い
た
保
安

管
理
者
か
ら
、
契
約
の
終
了

を
機
に
、
切
り
替
え
た
。
そ

の
と
き
委
託
業
者
を
変
え
た

理
由
は
各
テ
ナ
ン
ト
の
子
メ

ー
タ
ー
検
針
業
務
が
絡
ん
で

い
た
。

　

以
前
の
技
術
者
は
、
お
お

も
と
の
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
点
検

は
行
う
が
子
メ
ー
タ
ー
の
検

針
ま
で
は
し
な
い
。
だ
が
日

本
テ
ク
ノ
の
技
術
者
は
、
そ

の
検
針
業
務
ま
で
こ
な
し
、

請求管理業務の負担解消
在不在の心配は過去のこと 子メーターはテナント室内に設置されている

セキュリティビルとなっている。

請求管理業務の負担解消

突発的な事故も即日復旧
入手困難な資材の手配も的確に指示

改
修
費
約
90
万
円
は

保
証
サ
ー
ビ
ス
で
全
額
保
証

ド
キ
ュ
メ
ン
ト

　

千
葉
県
八
千
代
市
の
ユ
ニ
オ

ン
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
は
、
２
０
０

人
収
容
で
き
る
ゴ
ル
フ
練
習
場

と
全
９
ホ
ー
ル
の
シ
ョ
ー
ト
コ

ー
ス
を
持
つ
。
地
元
は
も
ち
ろ

ん
遠
方
か
ら
の
利
用
客
も
多
い

人
気
の
ゴ
ル
フ
施
設
だ
。

　

２
０
０
９
年
11
月
、
利
用
者

で
に
ぎ
わ
う
土
曜
日
の
午
前
11

時
40
分
、
同
施
設
が
突
然
の
停

電
に
見
舞
わ
れ
た
。
対
応
に
追

わ
れ
る
フ
ロ
ン
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
の
上
田
清
禎
さ
ん
。
そ
こ
に

電
気
管
理
技
術
者
の
神
子
嘉
久

か
ら
連
絡
が
入
っ
た
の
は
、
停

電
か
ら
わ
ず
か
数
分
後
の
こ
と

だ
っ
た
。
Ｅ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
か
ら

停
電
の
自
動
通
報
を
受
け
た
監

視
セ
ン
タ
ー
が
担
当
技
術
者
へ

と
連
絡
を
つ
な
ぎ
緊
急
応
動
体

制
が
と
ら
れ
た
か
ら
だ
。

　

上
田
さ
ん
へ
の
連
絡
後
、
現

場
に
駆
け
つ
け
た
神
子
は
、
即

座
に
事
故
原
因
の
調
査
を
開
始

し
、
高
圧
ケ
ー
ブ
ル
の
損
傷
だ

と
判
断
。
だ
が
、
交
換
が
必
要

な
ケ
ー
ブ
ル
は
長
さ
80
㍍
に
も

な
り
、
即
時
の
入
手
は
で
き
な

い
。
そ
こ
で
ケ
ー
ブ
ル
や
高
圧

開
閉
器
一
式
を
、
東
京
電
力
に

一
時
借
用
（
有
料
リ
ー
ス
）
す

る
方
法
を
思
い
至
り
、
す
ぐ
に

仮
設
工
事
を
依
頼
し
た
。
こ
の

工
事
は
当
日
19
時
50
分
に
完

了
。
翌
日
の
日
曜
日
は
通
常
ど

お
り
の
営
業
を
再
開
で
き
た
。

　

後
日
、
仮
設
資
材
を
交
換
す

る
本
復
旧
の
工
事
が
行
わ
れ
約

90
万
円
の
改
修
工
事
費
が
か
か

っ
た
が
、
テ
ク
ノ
電
気
設
備
保

証
サ
ー
ビ
ス
の
適
用
が
受
け
ら

れ
た
た
め
、
同
社
の
負
担
は
な

か
っ
た
。
ま
た
交
換
し
た
ケ
ー

ブ
ル
を
調
べ
る
と
鋭
利
な
も
の

が
あ
た
っ
て
損
傷
し
た
と
み
ら

れ
、
事
故
は
予
兆
の
な
い
突
発

的
で
不
可
抗
力
な
も
の
だ
っ
た

と
判
明
し
た
。

　

取
材
の
最
後
に
上
田
さ
ん

は
、「
停
電
事
故
を
瞬
時
に
把

握
し
て
い
た
だ
き
、
こ
ち
ら
か

ら
依
頼
を
し
な
く
て
も
対
応
し

て
く
れ
る
の
は
、
本
当
に
あ
り

が
た
い
。
施
設
を
預
か
る
身
と

し
て
と
て
も
頼
も
し
い
存
在
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

代表取締役の原浩三さ
ん。品川区の区議会議員
もつとめており、区内の
公害防止や自然資源の再
活用など環境保全活動に
も積極的に取り組んでい
る。公益法人国際協力会
総務理事。

pickuppickup

　
「
高
齢
者
介
護
福
祉
施
設
ひ

ま
わ
り
」（
栃
木
県
足
利
市
）

は
、
１
つ
の
施
設
で
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
ケ
ア

プ
ラ
ン
と
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
に
配
慮
し
た
居
室
は
30
室
す

べ
て
が
個
室
。
利
用
者
の
健
康

状
態
に
応
じ
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
、
機
能
訓
練
、
理
学
療
法

な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し

て
お
り
、
自
宅
ま
で
の
送
迎
も

含
め
た
、
き
め
細
や
か
な
ケ
ア

が
人
気
の
施
設
だ
。

　

こ
こ
に
２
０
１
０
年
３
月
、

日
本
テ
ク
ノ
Ｓ
Ｇ
事
業
部
が
工

事
の
仲
介
役
を
担
当
し
た
総
発

電
量
25
・
92
㌔
㍗
（
１
８
０
㍗

×
１
４
４
枚
）
の
太
陽
光
発
電

設
備
が
導
入
さ
れ
た
。

　
　
　

◇  　
　

◇

　
「
太
陽
光
発
電
を
導
入
し
て

電
気
代
が
月
平
均
で
５
〜
６
万

円
下
が
り
ま
し
た
」
と
話
す
の

は
施
設
を
運
営
す
る
株
式
会
社

Ｈ
Ｓ
Ｃ
常
務
取
締
役
の
大
島
和

義
さ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
省
エ
ネ

活
動
に
つ
い
て
聞
く
と
、
利
用

者
の
生
活
環
境
だ
け
に
目
が
い

き
、
省
エ
ネ
活
動
ま
で
意
識
し

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

そ
れ
が
太
陽
光
発
電
を
導
入

し
、
日
ご
と
発
電
量
が
見
え
る

よ
う
に
な
る
と
職
員
の
意
識
が

変
わ
り
始
め
た
。「
自
分
の
施

設
で
発
電
し
設
備
が
使
え
る
。

こ
れ
ま
で
と
比
べ
て
全
職
員
が

電
気
の
あ
り
が
た
み
を
感
じ
る

よ
う
に
な
り
無
駄
な
電
気
は
す

ぐ
消
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
後
ど
の
よ
う
な
活
動
に
発
展

す
る
か
楽
し
み
で
す
」（
同
氏
）

　

そ
し
て
、
こ
の
太
陽
光
発
電

の
導
入
を
率
先
し
て
進
め
た
の

は
代
表
取
締
役
の
早
川
幹
夫
さ

ん
だ
。「
た
だ
新
し
い
も
の
が

好
き
な
だ
け
」と
謙
遜
す
る
が
、

心
情
を
聞
く
と
興
味
深
い
。

　
「
世
の
中
の
流
れ
に
身
を
任

せ
、常
に
自
然
体
で
い
る
こ
と
。

今
回
の
設
備
導
入
も
、
時
代
の

流
れ
が
環
境
配
慮
に
向
か
っ
て

い
た
か
ら
で
す
。
自
然
と
の
共

存
は
何
よ
り
も
大
切
で
す
。
無

理
を
す
れ
ば
、
ど
こ
か
に
ひ
ず

み
が
生
じ
る
。
太
陽
光
と
い
う

自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
少
し
だ

け
借
り
て
、
人
間
の
営
み
を
快

適
に
す
る
。
そ
ん
な
部
分
も
気

に
入
っ
て
い
ま
す
」（
同
氏
）。

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
利

点
に
つ
い
て
早
川
さ
ん
は
「
初

期
投
資
は
あ
り
ま
す
が
、
あ
と

は
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
気
に

し
な
く
て
も
よ
い
と
こ
ろ
。
経

費
削
減
に
も
な
り
職
員
に
も
喜

ば
れ
ま
す
。
結
果
的
に
意
識
改

革
に
も
つ
な
が
り
、
効
果
は
大

き
い
で
す
よ
」
と
実
務
面
で
の

メ
リ
ッ
ト
も
教
え
て
く
れ
た
。

《　

的
確
な
提
案
と
実
績　

》

　

早
川
さ
ん
は
太
陽
光
発
電
の

設
置
に
関
し
、
工
事
の
仲
介
役

を
担
当
し
た
日
本
テ
ク
ノ
Ｓ
Ｇ

事
業
部
と
設
置
担
当
の
工
事
会

社
の
迅
速
な
対
応
も
高
く
評
価

ノ
に
依
頼
し
た
の
が
３
月
上

旬
。
短
時
間
の
た
め
非
常
に
難

し
い
工
事
と
み
ら
れ
た
が
、
日

本
テ
ク
ノ
が
下
見
か
ら
設
置
計

画
、
工
事
の
段
取
り
ま
で
約
２

週
間
で
済
ま
せ
、
工
事
会
社
は

大
規
模
に
も
か
か
わ
ら
ず
希
望

日
に
合
わ
せ
て
運
用
を
開
始
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
設
置
後

も
安
心
し
て
利
用
す
る
た
め
に

は
、
売
り
手
市
場
と
い
わ
れ
る

す
る
。

　

設
置
工
事

を
日
本
テ
ク

高齢者介護の現場も太陽光導入で環境対策

同社フロントマネージャーの上田清禎さ
ん（左）と、担当技術者の日本テクノ協
力会・日電協 千葉グループの神子嘉久。

　

静
岡
県
藤
枝
市
に
住
む
大
谷
武
司
さ
ん
、
久
子
さ
ん
夫
妻
の
お
宅
で
太
陽
光
パ
ネ
ル

を
設
置
し
た
の
は
、
２
０
１
０
年
４
月
。
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
と
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ

ー
も
設
置
し
、
オ
ー
ル
電
化
生
活
が
始
ま
っ
た
。
パ
ネ
ル
は
、
太
陽
光
を
よ
り
効
率
的

に
集
め
る
た
め
に
、
同
じ
敷
地
内
の
隣
で
生
活
す
る
息
子
さ
ん
宅
の
屋
根
に
設
置
。
導

入
か
ら
数
カ
月
が
過
ぎ
、
大
谷
さ
ん
の
生
活
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

な
補
給
の
作
業
な
ど
わ
ず
ら

わ
し
い
こ
と
が
多
か
っ
た
と

い
う
。
そ
れ
が
ボ
タ
ン
一
つ

で
バ
ス
タ
ブ
に
は
い
つ
で
も

適
温
・
適
量
の
お
湯
を
は
る

こ
と
が
で
き
、
水
道
の
出
し

っ
ぱ
な
し
や
沸
か
し
す
ぎ
な

ど
の
心
配
も
な
く
な
っ
た
。

　

し
か
も
、
電
気
料
金
の
安

い
時
間
帯
（
大
谷
家
で
は
夜

11
時
〜
朝
７
時
ま
で
と
、
家

族
の
団
ら
ん
や
食
事
の
用
意

を
す
る
朝
晩
の
時
間
帯
に
電

気
料
金
が
割
安
に
な
る
料
金

プ
ラ
ン
で
契
約
し
て
い
る
）

に
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
が
稼
働
す

る
よ
う
設
定
し
て
あ
る
の

で
、
経
済
的
で
効
率
よ
く
湯

沸
か
し
が
で
き
る
。

　

導
入
前
、
電
気
代
・
ガ
ス

代
・
灯
油
代
合
わ
せ
て
月
に

約
２
万
円
支
払
っ
て
い
た
光

熱
費
は
、
月
々
約
６
０
０
０

円
に
ま
で
減
少
。
導
入
後
３

カ
月
間
（
２
０
１
０
年
５
月

〜
７
月
）
の
売
電
に
よ
る
収

入
は
３
万
６
５
７
６
円
に
も

な
っ
た
。

　

発
電
電
力
と
消
費
電
力
を

表
示
す
る
モ
ニ
タ
を
見
な
が

ら
、「
１
カ
所
電
気
を
消
す

と
モ
ニ
タ
の
数
字
が
き
ち
ん

と
下
が
る
の
で
、
楽
し
み
な

が
ら
使
用
し
て
い
る
う
ち
、

自
然
と
つ
け
っ
ぱ
な
し
が
減

っ
て
き
ま
し
た
」
と
久
子
さ

ん
。
武
司
さ
ん
も
「
太
陽
光

パ
ネ
ル
設
置
業
者
の
ア
ド
バ

イ
ス
で
、
電
気
代
と
売
電
を

分
け
て
口
座
管
理
す
る
よ
う

に
し
た
の
も
正
解
で
し
た
。

自
分
た
ち
が
ど
れ
く
ら
い
電

気
を
使
っ
て
生
活
し
て
い
る

の
か
、
見
え
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
エ
コ

ご
こ
ろ
も
芽
生
え
て
き
た
よ

う
で
す
」と
笑
顔
を
見
せ
た
。

Techno View

そ
の
よ
う
に
快
適

な
夏
で
し
た
」。

　

そ
も
そ
も
大
谷

夫
妻
が
オ
ー
ル
電

化
に
興
味
を
持
っ

た
き
っ
か
け
は
、

何
だ
っ
た
の
か
。

　

武
司
さ
ん
は
電
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15

…ガス代
…電気代

売電の
収　入

電
気
を
買
う
（
買
電
）
メ
ー
タ
ー
と
、
太

陽
光
で
発
電
し
た
電
気
を
売
る
（
売
電
）

メ
ー
タ
ー
の
２
つ
が
設
置
さ
れ
る
。

2009年８月から2010年７月の光熱費

《
収
入
》　　
　
《
支
出
》

（千円）

自
然
の
力
を
少
し
借
り
、営
み
を
快
適
に

中
で
も
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
し

っ
か
り
と
応
え
て
く
れ
る
工
事

会
社
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
。
そ

ん
な
教
訓
を
与
え
て
く
れ
る
事

例
だ
。
な
お
同
施
設
に
お
け
る

年
間
発
電
量
の
予
想
値
は
２
万

３
８
３
６
㌔
㍗
時
に
な
る
。

　

ち
な
み
に
今
後
も
、
２
０
１

１
年
３
月
31
日
ま
で
に
設
置
し

１
年
以
内
に
事
業
用
に
利
用
し

た
場
合
は
導
入
費
用
が
即
時
償

却
さ
れ
る
な
ど
、
太
陽
光
設
備

に
は
大
き
な
節
税
効
果
が
期
待

で
き
る
。

高齢者介護福祉施設 ひまわり

屋根に設置された太陽光パネル。円内は代表取
締役の早川幹夫さん。

技
術
と
安
全
性
の
向
上
へ

年
次
点
検
作
業
を
競
う

保安部安全大会開催

日本テクノ社内情報

　

２
０
１
０
年
７
月
、
神
奈
川
県

相
模
原
市
に
あ
る
日
本
テ
ク
ノ
・

ソ
ー
ラ
ー
パ
ワ
ー
ビ
ル
の
研
修
室

で
、
技
術
員
た
ち
の
点
検
技
術
を

競
う「
第
１
回
保
安
部
安
全
大
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。

　

一
課
か
ら
五
課
ま
で
あ
る
保
安

部
の
代
表
者
３
名
が
一
組
に
な
り

合
計
５
チ
ー
ム
が
、
日
ご
ろ
実
施

し
て
い
る
年
次
点
検
作
業
の
安
全

性
や
機
敏
性
を
競
い
合
っ
た
。
競

技
自
体
は
、
参
加
し
た
技
術
員
た

ち
が
ふ
だ
ん
行
っ
て
い
る
も
の
。

70
分
の
制
限
時
間
の
中
で
準
備
・

点
検
作
業
・
片
づ
け
ま
で
を
こ
な

し
、
掛
け
声
の
出
し
方
か
ら
測
定

器
の
正
確
な
使
用
法
、
事
故
に
つ

な
が
る
よ
う
な
ミ
ス
が
な
か
っ
た

か
な
ど
を
審
査
員
が
判
定
し
、
優

勝
と
準
優
勝
の
チ
ー
ム
を
決
め
て

い
っ
た
。

　

審
査
員
や
ほ
か
の
課
の
メ
ン
バ

ー
な
ど
多
く
の
人
が
見
つ
め
る

場
。
こ
れ
ま
で
は
そ
ん
な
状
況
下

で
の
作
業
は
な
か
っ
た
だ
け
に
、

思
う
よ
う
に
力
を
発
揮
で
き
な
い

技
術
員
も
多
か
っ
た
よ
う
だ
。
そ

ん
な
中
、
総
合
的
に
減
点
要
因
が

少
な
か
っ
た
三
課
（
河
上
係
長
、

鯉
口
主
任
、
奈
良
班
長
）
が
ト
ッ

プ
の
成
績
で
優
勝
。
次
ぐ
準
優
勝

は
、
一
課
（
加
藤
、
鈴
木
、
草
野
）

と
な
っ
た
。

　

大
会
の
最
後
に
阪
口
保
安
本
部

長
は
「
保
安
部
は
毎
日
、
高
圧
電

気
に
接
し
、
危
険
度
の
高
い
作
業

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
大
会
を
機

会
に
初
心
に
か
え
り
、
緊
張
感
を

持
っ
て
日
々
の
作
業
に
取
り
組
ん

で
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

こ
れ
ま
で
保
安
部
で
は
、
同
ビ

ル
に
設
置
さ
れ
た
実
物
と
変
わ
ら

ぬ
模
擬
設
備
な
ど
を
活
用
し
て
研

修
体
制
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
こ

の
大
会
を
契
機
に
そ
の
体
制
を
強

化
し
、
技
術
員
教
育
に
取
り
組
ん

で
い
く
計
画
だ
。

優勝は、三課（鯉
口主任、河上係
長、奈良班長チ
ーム）。

準優勝は、一課
（加藤、鈴木、草
野チーム）。

電
力
会
社
か
ら
供
給
さ
れ
た
電
気

の
使
用
量
比
較
。
導
入
の
前
日
と

翌
日
と
で
は
日
中
の
使
用
量
が
約

25
％
も
減
少
し
て
い
る
。

http://www.eco-tenant.jp/
http://www.setubikaizen.com/contents_h/corpo01.html


（ 6 ）環 境 市 場 新 聞 ２０１０年 （平成２２年） 秋季　【季刊】
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（ 7 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０１０年 （平成２２年） 秋季　【季刊】

「SMARTMETER」
（スマートメーター）

※「SMARTMETER」（スマートメーター）は日本テクノ（株）の登録商標です。

契約
電力

契約
電力

電　力
使用量

削
減

削
減

契約
電力

電　力
使用量

契約
電力

電　力
使用量

削
減

導入事例

2

4

3

15

6

7

8

電　力
使用量

8

67 5

4
3

2 1

電　力
使用量

削
減

　

株
式
会
社
リ
バ
ー
ス
ど
っ

と
こ
む
が
運
営
す
る
鹿
児
島

市
の
サ
ン
テ
ヒ
ル
ズ
ゴ
ル
フ

練
習
場
。
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス

も
併
設
さ
れ
、
プ
レ
ー
料
金

の
安
さ
と
、随
時
開
催
の「
ス

タ
ッ
フ
と
の
ア
プ
ロ
ー
チ
勝

負
」
と
い
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な

イ
ベ
ン
ト
で
リ
ピ
ー
タ
ー
を

集
め
る
人
気
の
施
設
だ
。

　

省
エ
ネ
活
動
を
開
始
し
た

の
は
２
０
０
８
年
。
コ
ス
ト

削
減
に
よ
っ
て
プ
レ
ー
料
金

を
据
え
置
き
、
少
し
で
も
多

く
の
人
に
ゴ
ル
フ
に
親
し
ん

で
も
ら
い
た
い
と
の
意
図
で

始
ま
っ
た
。
扇
風
機
や
石
油

ス
ト
ー
ブ
を
活
用
し
て
空
調

の
使
用
を
控
え
た
り
、
投
光

器
の
使
用
を
利
用
客
の
入
り

具
合
に
合
わ
せ
て
行
う
な
ど

の
取
り
組
み
が
実
行
さ
れ
て

き
た
。

　

そ
の
活
動
を
さ
ら
に
推
進

す
べ
く
２
０
０
９
年
６
月
に

は
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を
導
入
。
支
配

人
の
尾
辻
勝
郎
さ
ん
は
デ
マ

ン
ド
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
で
電
力

の
ロ
ー
ド
カ
ー
ブ
を
確
認

し
、
夏
場
の
夜
に
訪
れ
る
ピ

ー
ク
対
策
を
検
討
し
た
。
そ

の
時
期
は
利
用
客
が
多
く
、

投
光
器
や
休
憩
室
の
冷
房
も

フ
ル
稼
働
。
そ
こ
に
ボ
ー
ル

を
集
め
る
装
置
が
稼
働
す
る

と
デ
マ
ン
ド
警
報
が
鳴
る
。

そ
こ
で
尾
辻
さ
ん
は
昼
の
時

間
に
ボ
ー
ル
を
集
め
て
お

き
、
夜
は
一
部
の
機
器
だ
け

必
要
に
応
じ
て
動
か
す
よ
う

に
し
た
。
そ
う
し
た
数
々
の

努
力
の
結
果
、
契
約
電
力
で

17
㌔
㍗
、
使
用
量
で
約
30
％

の
削
減
に
つ
な
が
っ
た
。

　
「
真
夏
は
少
し
暑
い
と
の

声
が
聞
か
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
が
当
社
の
特

徴
で
も
あ
り
ま
す
。
多
く
の

お
客
様
は
う
ち
を
利
用
す
る

こ
と
で
安
価
に
プ
レ
ー
で

き
、
さ
ら
に
省
エ
ネ
活
動
に

も
協
力
で
き
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。
楽
し
み

な
が
ら
環
境
保
全
に
も
貢
献

す
る
場
を
提
供
で
き
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
」（
同
氏
）

支配人の尾辻勝郎さん。 「
安
価
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
い
」

そ
れ
が
コ
ス
ト
削
減
の
省
エ
ネ
と

環
境
保
全
へ
の
貢
献
に
つ
な
が
っ
た

鹿児島県鹿児島市小山田町6308-1
TEL　099（238）6222
URL　http://santehiruzu.supotsu.offi  celive.com/
設立● 2008 年 4月
従業員数●8名
業務内容●ゴルフ練習場

　  リバースどっとこむ サンテヒルズゴルフ練習場

　

リ
バ
ー
ス
ど
っ
と
こ
む  

サ
ン
テ
ヒ
ル
ズ
ゴ
ル
フ
練
習
場

（2009年7月～2010年1月）

29.4%

　

初
代
社
長
の
個
人
創
業
か

ら
数
え
60
年
以
上
の
長
き
に

わ
た
り
、
当
時
と
変
わ
ら
ぬ

「
佃
煮
」
の
味
を
提
供
す
る

広
島
県
尾
道
市
の
川
原
食
品 

株
式
会
社
。
主
原
料
は
す
べ

て
天
然
素
材
、
直
火
大
釜
を

使
っ
た
「
熟
炊
き
製
法
」
な

ど
、
独
自
に
築
き
上
げ
た
伝

統
を
守
り
続
け
る
企
業
だ
。

　

そ
ん
な
歴
史
あ
る
企
業
だ

け
に
旧
来
か
ら
の
各
種
設
備

を
更
新
す
る
の
は
難
し
い
。

そ
こ
で
最
新
機
器
の
導
入
で

省
エ
ネ
を
図
る
設
備
改
善
で

は
な
く「
電
気
の
見
え
る
化
」

で
使
い
方
を
工
夫
す
る
運
用

改
善
の
省
エ
ネ
が
進
め
ら
れ

た
。
２
０
０
８
年
６
月
の
Ｅ

Ｒ
Ｉ
Ａ
導
入
で
あ
る
。

　

導
入
を
進
め
た
生
産
統
括

部
長
の
小
倉
富
士
樹
さ
ん

は
、「
ま
ず
は
自
ら
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ａ
の
使
い
方
や
省
エ
ネ
手
法

を
身
に
つ
け
、
エ
コ
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
そ

う
」
と
考
え
た
。

　

導
入
当
初
、
小
倉
さ
ん
は

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
警
報
が
鳴
る
度

に
、
会
社
内
を
走
り
、
機
器

の
使
用
状
況
を
確
認
し
な
が

ら
不
要
な
も
の
を
消
し
て
回

っ
た
。
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
夏

場
は
毎
日
の
よ
う
に
警
報
が

鳴
り
、小
倉
さ
ん
は
走
っ
た
。

そ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、

ど
の
機
器
を
消
せ
ば
よ
い
か

や
機
器
の
立
ち
上
げ
の
順
番

も
把
握
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
警
報
の
対
応
も
内
線
電

話
の
指
示
で
済
ま
せ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
す
る
と
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
社
員

の
協
力
の
輪
も
広
が
り
、
結

果
、契
約
電
力
８
㌔
㍗
削
減
、

使
用
量
で
は
約
20
％
削
減
と

い
う
成
果
が
得
ら
れ
た
。

　
「
省
エ
ネ
活
動
に
は
専
任

の
エ
コ
リ
ー
ダ
ー
が
不
可
欠

だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
の

専
任
者
が
強
い
意
思
を
持
っ

て
取
り
組
め
ば
、
必
ず
成
果

は
表
れ
ま
す
」（
同
氏
）

エコ
リ
ー
ダ
ー
が
意
思
を
持
ち

活
動
を
推
進
し
て
い
け
ば

省
エ
ネ
の
成
果
は
必
ず
表
れ
る

広島県尾道市東尾道15-12
TEL　0848（20）2011
URL　http://www.onomichi-tsukudani.com/
設立●1965 年 7月
業務内容●食品加工業（佃煮・ふりかけ・
惣菜・お茶漬け・昆布・乾物・珍味）

川原食品 株式会社

川
原
食
品 

株
式
会
社

　

兵
庫
県
伊
丹
市
に
あ
る
味

一
食
品
株
式
会
社
。
お
い
し

い
う
ど
ん
を
一
人
で
も
多
く

の
人
に
提
供
し
た
い
と
考
え

る
麺
づ
く
り
の
企
業
。
同
市

宮
ノ
前
に
は
「
う
ど
ん
店 

ご
ん
べ
え
」
も
直
営
す
る
。

　
「
手
打
ち
の
味
を
製
麺
機

で
忠
実
に
再
現
し
品
質
を
保

つ
に
は
、
電
気
・
ガ
ス
・
水

道
の
い
ず
れ
も
が
相
当
量
必

要
に
な
る
」
と
話
す
の
は
同

社
専
務
取
締
役
の
野
口
雅
弘

さ
ん
。
製
麺
工
場
で
は
、「
練

る
・
延
ば
し
・
切
る
」
に
電

力
、「
茹
で
」
に
ガ
ス
、「
冷

却
・
洗
浄
」
に
水
道
と
、
す

べ
て
の
製
造
工
程
に
お
い
て

光
熱
費
が
か
か
り
、
そ
の
ひ

と
つ
で
も
使
用
を
制
限
す
る

と
品
質
に
影
響
す
る
。

　

そ
こ
で
野
口
さ
ん
が
注
目

し
た
の
は
デ
マ
ン
ド
管
理
に

よ
る
契
約
電
力
の
削
減
だ
っ

た
。
２
０
０
９
年
４
月
の
Ｅ

Ｒ
Ｉ
Ａ
導
入
後
、
野
口
さ
ん

は
ま
ず
、
デ
マ
ン
ド
閲
覧
サ

ー
ビ
ス
を
活
用
し
ロ
ー
ド
カ

ー
ブ
か
ら
電
力
使
用
傾
向
を

観
察
し
た
。
年
間
を
通
じ
て

同
社
の
デ
マ
ン
ド
ピ
ー
ク
は

８
月
。
こ
の
時
期
を
乗
り
切

れ
ば
ピ
ー
ク
を
抑
え
ら
れ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
れ
ま

で
の
契
約
電
力
は
１
７
６
㌔

㍗
。
目
標
設
定
値
は
１
６
７

㌔
㍗
に
し
た
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
主
だ
っ
た
３

つ
の
生
産
ラ
イ
ン
が
同
時
稼

働
す
る
特
定
の
時
間
帯
。
警

報
が
鳴
っ
た
と
き
に
は
生
産

に
影
響
の
出
な
い
３
階
製
造

現
場
の
空
調
２
基
を
５
分
間

切
り
、
同
時
に
事
務
所
の
空

調
１
基
も
切
る
よ
う
事
前
に

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
実
際

８
月
に
は
３
〜
４
回
の
警
報

が
鳴
っ
た
が
、
社
員
の
協
力

も
あ
り
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
が

で
き
た
。「
日
本
テ
ク
ノ
さ

ん
主
催
の
省
エ
ネ
勉
強
会
で

全
社
員
が
デ
マ
ン
ド
の
仕
組

み
を
理
解
し
て
い
ま
し
た
。

５
分
の
節
電
で
年
間
の
契
約

電
力
が
決
ま
る
の
で
必
死
で

し
た
ね
」（
同
氏
）

　

取
り
組
み
の
結
果
、
契
約

電
力
は
目
標
よ
り
１
㌔
㍗
少

な
い
１
６
６
㌔
㍗
に
。
生
産

量
増
加
で
使
用
量
は
ア
ッ
プ

し
た
が
契
約
電
力
は
目
標
以

上
の
削
減
が
達
成
で
き
た
。

生
産
量
増
加
で
使
用
量
ア
ッ
プ
も

詳
細
な
デ
マン
ド
管
理
で

契
約
電
力
の
削
減
に
成
功

兵庫県伊丹市東有岡 2-34-3
TEL　072（784）3149
URL　http://www.ajiichi.jp/
設立●1976年 4月／従業員数●29名
業務内容●各種麺類製造（うどん・そば・
中華麺・焼そば）

味一食品 株式会社

味
一
食
品 

株
式
会
社

「
鳴
れ
ば
消
す
」の
シ
ン
プ
ル
節
電

そ
の
繰
り
返
し
が

全
従
業
員
の
意
識
を
変
え
る

削
減

増
加

削
減

削
減

削
減

削
減

滋賀県大津市雄琴 6-1-35
TEL　077（578）1340
URL　http://kiyomoto.to/
設立●1980年５月（創業1905年）
従業員数●15 名
業務内容●京懐石・京割烹

有限会社清元楼　京懐石・京割烹 清元

有
限
会
社 

清
元
楼　

京
懐
石
・
京
割
烹 

清
元

（2009年4月～2010年3月）

（2009年5月～2010年2月）

（2008年8月～2009年4月）

契約
電力

契約
電力

契約
電力

電　力
使用量

電　力
使用量

電　力
使用量

3.4%

2.6%

19.8%

11kW

10kW

8kW

17kW
　

先
端
技
術
を
駆
使
し
た
印

刷
機
、
伝
票
処
理
機
、
紙
折

機
、
製
本
機
な
ど
の
開
発
・

製
造
・
販
売
を
手
が
け
る
株

式
会
社
デ
ュ
プ
ロ 

相
模
原

本
社
工
場
。
廃
棄
物
リ
サ
イ

ク
ル
率
94
％
、
昼
光
利
用
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
明
る
い
室

内
、
敷
地
前
に
は
地
域
避
難

所
の
公
園
…
…
地
域
貢
献
や

環
境
配
慮
を
常
に
意
識
し
、

事
業
を
進
め
る
企
業
だ
。

　

省
エ
ネ
活
動
は
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ

導
入
前
か
ら
行
わ
れ
て
お

り
、
８
台
あ
っ
た
自
動
販
売

機
を
省
エ
ネ
型
に
交
換
し
て

台
数
削
減
し
た
り
、
空
調
の

温
度
設
定
や
照
明
の
消
し
忘

れ
な
ど
を
抜
き
打
ち
指
導
す

る
「
省
エ
ネ
見
回
り
隊
」
が

巡
回
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
し
て
い
た
。

　

そ
し
て
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
導
入
後

は
品
質
管
理
部
の
下
島
弘
さ

ん
が
、
デ
マ
ン
ド
閲
覧
サ
ー

ビ
ス
を
積
極
的
に
活
用
。
例

え
ば
使
用
グ
ラ
フ
を
確
認
し

残
業
申
請
も
な
い
の
に
電
気

が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
と
す
ぐ
原
因
を
究
明
。

そ
れ
が
空
調
の
消
し
忘
れ
で

あ
れ
ば
、
翌
日
「
昨
日
、
○

○
部
で
空
調
の
消
し
忘
れ
が

あ
り
ま
し
た
。
以
降
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
」
と
全
社
員

向
け
に
メ
ー
ル
を
配
信
。
そ

ん
な
努
力
の
結
果
、「
こ
の

１
年
で
電
気
料
金
は
数
百
万

円
削
減
で
き
る
見
込
み
で

す
。
売
上
に
換
算
す
る
と
数

億
円
。
社
員
の
努
力
の
賜
物

で
す
ね
」（
同
氏
）。

　

現
在
、
使
用
量
の
目
標
は

１
日
４
０
０
０
㌔
㍗
時
。
こ

れ
を
将
来
的
に
は
３
０
０
０

㌔
㍗
時
以
下
に
し
た
い
と
下

島
さ
ん
は
い
う
。
そ
う
す
る

と
１
日
１
㌧
以
下
の
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
量
に

な
る
か
ら
だ
。「
わ
か
り
や

す
い
目
標
設
定
は
、
全
社
員

に
環
境
配
慮
を
喚
起
で
き
ま

す
か
ら
ね
」（
同
氏
）。
同
社

の
取
り
組
み
は
続
く
。

省
エ
ネ
指
導
と
社
員
の
努
力
で

売
上
換
算
数
億
円
の
成
果

目
標
は
排
出
量
１
日
１
㌧
以
内

神奈川県相模原市中央区小山 4-1-6
TEL 042（775）3600
URL http://www.duplo.com/
設立●1956 年 7月／従業員数●
269名／業務内容●事務用印刷機、
その他事務用機器などの製造・販売

株式会社デュプロ　相模原本社工場

株
式
会
社
デ
ュ
プ
ロ　

相
模
原
本
社
工
場

（2009年2月～2009年11月）

削
減

削
減11.3%

48kW

ど
ん
ど
ん
使
い
や
す
く
な
る
│
│

利
用
者
と
の
協
力
関
係
が
生
む

省
エ
ネ
活
動
の
好
循
環

（2008年12月～2009年11月）

削
減

削
減10.1%

53kW
　
「
皆
さ
ま
の
快
適
性
を
損

ね
る
こ
と
は
決
し
て
し
ま
せ

ん
。
た
だ
、
無
駄
だ
と
感
じ

た
電
気
は
消
し
て
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
」

　

施
設
の
運
営
方
針
と
し
て

省
エ
ネ
活
動
に
取
り
組
む
よ

う
に
な
っ
た
社
会
福
祉
法
人

昭
和
村
。
こ
こ
の
営
繕
主
任

で
あ
る
長
谷
川
喜
久
さ
ん

は
、
施
設
利
用
者
を
前
に
説

明
し
た
。

　

長
谷
川
さ
ん
自
ら
が
、
運

営
経
費
の
見
直
し
で
効
果
的

な
省
エ
ネ
方
法
を
探
し
、
そ

の
結
果
出
会
っ
た
の
が
Ｅ
Ｒ

Ｉ
Ａ
だ
っ
た
。
導
入
後
１
カ

月
は
本
来
の
設
定
値
よ
り
も

低
く
設
定
し
て
、
意
識
的
に

警
報
が
鳴
る
頻
度
を
増
や

し
、
従
業
員
に
警
報
へ
の
対

処
法
を
習
慣
づ
け
さ
せ
た
。

さ
ら
に
、
ま
と
ま
っ
て
い
た

空
調
や
照
明
の
ス
イ
ッ
チ
を

増
設
し
、
使
う
範
囲
だ
け
細

か
く
制
御
で
き
る
よ
う
に
し

た
り
、
集
中
管
理
し
て
い
る

空
調
は
立
ち
上
げ
時
間
を
ず

ら
す
な
ど
、
利
用
者
の
快
適

性
を
損
ね
な
い
省
エ
ネ
活
動

を
実
践
し
て
い
っ
た
。

　

そ
し
て
長
谷
川
さ
ん
は
、

そ
う
し
た
運
営
方
針
を
と
る

以
上
、
利
用
者
に
も
告
知
す

べ
き
と
判
断
。
冒
頭
の
コ
メ

ン
ト
の
よ
う
に
説
明
し
、
協

力
を
仰
い
だ
。
す
る
と
後

日
、「
お
客
様
」
で
あ
る
は

ず
の
利
用
者
か
ら
、「
食
堂

の
こ
の
部
分
に
照
明
は
い
ら

な
い
」「
こ
の
時
間
帯
は
廊

下
の
電
気
は
消
す
べ
き
」
な

ど
の
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ

た
。
ふ
だ
ん
か
ら
心
掛
け
て

い
る
利
用
者
第
一
の
姿
勢
に

応
え
ら
れ
た
格
好
だ
。

　

同
施
設
で
は
、
そ
う
し
て

得
ら
れ
た
削
減
金
額
か
ら
省

エ
ネ
改
修
工
事
費
を
捻
出

し
、
設
備
改
善
に
充
当
し
て

い
る
。
利
用
者
か
ら
は
「
施

設
内
の
設
備
が
ど
ん
ど
ん
使

い
や
す
く
な
っ
て
い
く
」
と

評
判
だ
。

営繕主任の長谷川喜久さん。

千葉県市原市万田野 732-6
TEL　0436（96）1112（代表）
URL　http://www.showamura.or.jp/
設立●1970年 11月
従業員数●80名
業務内容●各種社会福祉施設運営ほか

社会福祉法人 昭和村

社
会
福
祉
法
人 

昭
和
村

　

そ
れ
ぞ
れ
が
約
３
０
０
０

平
方
㍍
と
い
う
広
大
な
チ
ル

ド
庫
と
冷
凍
庫
を
備
え
る
関

東
運
輸
株
式
会
社
の
県
央
物

流
セ
ン
タ
ー
。
群
馬
県
佐
波

郡
に
あ
る
同
セ
ン
タ
ー
は

「
食
の
安
全
」と「
食
の
鮮
度
」

を
徹
底
的
に
追
求
す
る
関
東

運
輸
の
中
枢
と
な
る
物
流
拠

点
だ
。

　

現
在
、
同
セ
ン
タ
ー
で
実

施
さ
れ
て
い
る
省
エ
ネ
活
動

は
、
係
長
の
上
原
哲
也
さ
ん

と
エ
コ
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
主

任
の
関
口
利
充
さ
ん
の
２
人

が
中
心
に
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
「
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を
導
入
し
た

２
０
０
９
年
５
月
当
時
、
現

在
は
他
部
署
に
異
動
に
な
っ

て
い
る
前
セ
ン
タ
ー
長
の
田

口
が
初
代
エ
コ
リ
ー
ダ
ー
で

し
た
。
省
エ
ネ
活
動
の
レ
ー

ル
を
引
い
て
く
れ
た
人
物
で

す
」（
上
原
さ
ん
）

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
導
入
直
後
、
前

任
の
田
口
氏
は
13
機
あ
る
冷

凍
機
器
の
そ
れ
ぞ
れ
を
詳
細

に
分
析
。
稼
働
を
止
め
た
と

き
の
使
用
電
力
削
減
量
、
時

間
経
過
に
よ
る
室
温
変
化
な

ど
を
調
べ
、再
稼
働
時
に
も
、

も
と
の
室
温
に
戻
る
ま
で
の

時
間
や
使
用
電
力
な
ど
を
徹

底
的
に
調
査
し
て
い
っ
た
。

分
析
の
結
果
、
品
質
保
持
に

影
響
が
な
い
範
囲
は
、
５
〜

10
分
間
の
５
機
ま
で
と
わ
か

っ
た
。
こ
の
実
証
結
果
を
朝

礼
・
夕
礼
の
場
で
告
げ
、
デ

マ
ン
ド
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
の
グ

ラ
フ
を
毎
日
掲
示
板
に
貼
り

出
し
、
デ
マ
ン
ド
ピ
ー
ク
へ

の
対
応
を
指
示
し
た
。

　
「
そ
ん
な
率
先
垂
範
の
取

り
組
み
の
お
か
げ
で
、
契
約

電
力
は
83
㌔
㍗
も
削
減
で
き

ま
し
た
。
省
エ
ネ
活
動
に
は

推
進
力
の
あ
る
エ
コ
リ
ー
ダ

ー
の
存
在
が
不
可
欠
だ
と
感

じ
ま
し
た
ね
」（
関
口
さ
ん
）

　

現
在
２
人
は
前
任
者
に
対

し
、
そ
の
功
績
を
さ
ら
に
上

回
る
成
果
が
見
せ
ら
れ
る
よ

う
努
力
を
継
続
し
て
い
る
。

不
可
欠
な
存
在・エ
コ
リ
ー
ダ
ー

率
先
垂
範
の
取
り
組
み
が

省
エ
ネ
活
動
を
円
滑
に群馬県佐波郡玉村町上福島765

TEL　0270（64）7360
URL　http://www.kanto-unyu.co.jp/
設立●1954 年5月／従業員数（パート・
アルバイト含む）●40名、グループ全体
1000名／業務内容●運送業、倉庫業

関東運輸 株式会社　県央物流センター

13.9%
83kW

関
東
運
輸 

株
式
会
社　

県
央
物
流
セ
ン
タ
ー

　

身
体
だ
け
で
な
く
心
も
癒

さ
れ
る
場
所
│
│
茨
城
県
ひ

た
ち
な
か
市
に
あ
る
阿
字
ヶ

浦
温
泉
の
ぞ
み
は
、内
風
呂
・

露
天
の
す
べ
て
の
風
呂
に
天

然
自
然
石
（
波
動
石
）
を
採

用
し
た
温
泉
施
設
。
そ
れ
に

加
え
風
水
術
も
利
用
し
て
財

運
向
上
や
体
内
環
境
へ
の
配

慮
も
施
し
て
い
る
。

　

こ
こ
に
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
が
導
入

さ
れ
た
の
は
２
０
０
９
年
６

月
。
導
入
に
あ
た
り
支
配
人

の
黒
澤
成
光
さ
ん
は
、
電
気

の
基
本
料
金
を
決
め
る
デ
マ

ン
ド
値
が
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ
の
原

詳
細
な
電
力
使
用
状
況
を
掌

握
で
き
る
デ
マ
ン
ド
閲
覧
サ

ー
ビ
ス
の
グ
ラ
フ
で
確
認
す

る
と
、
確
か
に
該
当
日
の
総

使
用
量
は
多
か
っ
た
。だ
が
、

そ
の
日
が
デ
マ
ン
ド
ピ
ー
ク

を
計
測
す
る
日
で
は
な
か
っ

た
。
黒
澤
さ
ん
は
自
ら
の
認

識
が
誤
り
だ
と
わ
か
り
、
同

時
に
「
電
気
の
見
え
る
化
」

の
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
と

い
う
。

　

そ
の
後
、
省
エ
ネ
効
果
診

断
機
能
で
各
機
器
の
電
力
使

用
量
を
調
査
し
た
結
果
、
温

泉
を
く
み
上
げ
る
ポ
ン
プ
の

電
力
消
費
量
が
大
き
く
、
ポ

ン
プ
と
空
調
の
稼
働
が
重
な

っ
た
と
き
、
ピ
ー
ク
が
訪
れ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

原
因
が
わ
か
れ
ば
対
策
は

立
て
ら
れ
る
。
状
況
に
も
よ

る
が
ポ
ン
プ
は
短
時
間
で
あ

れ
ば
稼
働
を
止
め
て
も
風
呂

の
流
水
に
支
障
は
な
い
。
そ

れ
に
施
設
内
の
ほ
ぼ
す
べ
て

の
空
調
は
事
務
所
か
ら
遠
隔

操
作
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

る
。
こ
の
２
つ
を
組
み
合
わ

せ
、慎
重
に
省
エ
ネ
を
推
進
。

そ
の
結
果
、
利
用
者
の
快
適

性
を
損
ね
る
こ
と
な
く
、
ス

マ
ー
ト
に
ピ
ー
ク
低
減
を
達

成
で
き
た
。

エントランスに立つ支配人の黒澤成光さん。
診
断
機
能
で
ピ
ー
ク
を
分
析

空
調
の
遠
隔
操
作
な
ど
で

ス
マ
ー
ト
に
省
エ
ネ
推
進

削
減

茨城県ひたちなか市阿字ヶ浦町3290
TEL　029（265）5541
URL　http://www.ajigauraonsen.jp/
設立● 2001年11月
従業員数●35名（パート・アルバイト含む）
業務内容● 温泉施設

株式会社 阿字ヶ浦温泉のぞみ

株
式
会
社 

阿
字
ヶ
浦
温
泉
の
ぞ
み

（2009年6月～2009年9月）

19.9%
削
減34kW

日本テクノの主力商品「SMARTMETER」（スマートメーター）ERIA（以下、ＥＲＩＡ）を導入している企業の
「デイリー・ナチュラリー・アクション（日々の自然な行動）」にスポットを当てる導入事例集。
今回は、茨城、群馬、千葉、神奈川、滋賀、兵庫、広島、鹿児島の各地ユーザーの取り組みを紹介していく。
なお、各社電力使用量の削減数値は、特に記載があるもの以外（ ）内に示した期間の月平均の前年同月比の値。

関東運輸株式会社 県央物流センター。

係長・上原哲也さん（左）とエコリ
ーダーの主任・関口利充さん。

と
き
に
は
「
厨
房
と
従
業
員

控
え
室
の
空
調
を
消
そ
う
」

「
み
ん
な
で
節
電
し
よ
う
」

と
呼
び
掛
け
た
。
さ
ら
に
そ

の
後
の
１
カ
月
間
も
「
節
電

し
よ
う
」
と
言
い
続
け
た
。

　

警
報
が
鳴
っ
た
ら
、
決
ま

っ
た
場
所
の
ス
イ
ッ
チ
を
切

る
│
│
そ
の
シ
ン
プ
ル
な
取

り
組
み
が
よ
か
っ
た
の
か
、

今
で
は
清
本
さ
ん
の
指
示
が

な
く
て
も
、
全
従
業
員
が
節

電
の
習
慣
を
身
に
つ
け
て
い

る
。
繰
り
返
し
の
行
動
が
意

識
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
よ

う
だ
。
料
理
を
提
供
し
終
え

た
ら
換
気
扇
を
消
す
、
遮
光

　

琵
琶
湖
を
目
の
前
に
し
た

景
色
と
一
流
の
料
理
・
サ
ー

ビ
ス
が
自
慢
の
京
懐
石
・
京

割
烹
「
清
元
」。
１
階
に
カ

ウ
ン
タ
ー
15
席
と
個
室
６

席
、２
階
の
宴
会
場
は
30
席
、

離
れ
に
も
40
席
あ
り
、
合
計

約
１
０
０
席
の
規
模
を
持
つ

料
亭
だ
。
法
事
や
宴
会
か
ら

旅
行
会
社
の
ツ
ア
ー
ま
で
10

〜
50
名
単
位
で
の
予
約
が
入

り
連
日
満
席
に
な
る
雄
琴
温

泉
街
の
人
気
店
。
社
長
の
清

本
健
次
さ
ん
は
、
日
本
包
丁

道
清
和
四
條
流
清
和
会
の
家

元
で
も
あ
る
。

　

２
０
０
８
年
５
月
の
Ｅ
Ｒ

Ｉ
Ａ
導
入
直
後
、
清
本
さ
ん

は
従
業
員
を
集
め
た
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
の
席
で
、
自
ら
電
気

料
金
の
仕
組
み
を
解
説
し
、

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
警
報
が
鳴
っ
た

ロ
ー
ル
カ
ー
テ
ン
を
活
用
す

る
な
ど
、
従
業
員
か
ら
も

次
々
に
省
エ
ネ
に
関
す
る
ア

イ
デ
ア
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
「
従
業
員
控
え
室
に
は
毎

月
の
電
気
料
金
の
請
求
書
を

コ
ピ
ー
し
て
貼
り
出
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
で
努
力
の
結
果

が
確
認
で
き
る
」（
同
氏
）

　

省
エ
ネ
の
取
り
組
み
で
削

減
で
き
た
金
額
は
、
勉
強
を

兼
ね
た
食
事
会
や
親
睦
を
深

め
る
た
め
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

会
に
あ
て
て
い
る
。
そ
う
し

た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
も
意
識

変
化
と
継
続
的
な
活
動
に
役

立
っ
て
い
る
よ
う
だ
。　

契約
電力

株
式

会
社 

因
と
な
る
設
備
は
何

か
を
突
き
止
め
た
い

と
考
え
た
。

　

導
入
前
の
予
想
は

８
月
上
旬
。
近
隣
で

開
催
さ
れ
る
音
楽
イ

ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
２

日
連
続
で
オ
ー
ル
ナ

イ
ト
の
営
業
を
す
る

た
め
だ
。
そ
し
て
導

入
後
、
パ
ソ
コ
ン
で

（2009年7月～2010年2月）

品質管理部の下島弘さん。

社長の清本健次さん。

直
営
う
ど
ん
店 

ご
ん
べ
え
の

石
村
店
長
。

創業からの味を守り続ける同社の佃煮。

株式
会社



（ 8 ）環 境 市 場 新 聞 ２０１０年 （平成２２年） 秋季　【季刊】

※ 内容に関しては、細心の注意を払っていますが、転載利用など運用の際の責任は小紙では
負いかねます。自己責任のもとでご活用ください。

　

環
境
問
題
に
関
す
る
知
識
レ
ベ
ル

を
、
楽
し
み
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る

こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
出
題
範
囲
は
本
紙

前
号
（
21
号
）
の
掲
載
記
事
。
会
社

や
学
校
な
ど
で
下
記
の
設
問
を
使
っ

て
、
環
境
常
識
テ
ス
ト
を
実
施
す
る

の
も
い
い
。
転
載
大
歓
迎
。
環
境
知

識
の
向
上
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

環境問
題

常識テ
スト

答えはネットで
下記サイトに解答掲載！！
http://econews.jp/

環境省が発表した2008 年度の
日本における温室効果ガス排出
量は、次のうちどれ？

a
b
c
d

1282万㌧

1億2820万㌧

12億8200万㌧

128億2000万㌧

Question
1

削減目標を達成するために京
都議定書に取り入れられた排
出量取引などの柔軟措置のこ
とを何という？

a
b
c
d

中長期ロードマップ

気候変動枠組条約

スマートグリッド

京都メカニズム

Question
2

日本テクノでは省エネにおけ
る3つの方策を提唱している
が、次のうちそれに含まれな
いものはどれ？

a
b
c
d

運用改善

組織改善

設備改善

調達改善

Question
3

氷河の溶けた水がたまってで
きた自然ダム。地球温暖化
などの影響でその水かさが増
し、もたらされる洪水は？

a
b
c
d

氷河湖決壊洪水

温暖化洪水

ミシシッピ大洪水

ノアの大洪水

Question
4

特製エコカレンダー プレゼント
正解者の中から抽選で 50 名の方に、日本テクノ特製エコカレン
ダーをプレゼントいたします。
ご希望の方はハガキに「クイズの答え」「住所」「氏名」「年齢」「取
り上げてほしい記事」「面白かった記事」「つまらなかった記事」
を明記のうえ、下記あて先までご郵送ください。
なお、発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。締
め切りは 2010 年 12 月 25 日（土）。当日消印まで有効。

※日本テクノ（株）の個人情報保護方針【http://www.n-techno.co.jp/kojin.html】

―――――――――― ＜あて先＞ ――――――――――

〒 163-0650 東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 50 階
日本テクノ株式会社「環境市場新聞プレゼント」係

●タテのカギ●
①  日本には知床や屋久島など
の○○イ自然遺産がある。

②  みんなから尊敬される人。
③  『○○よさらば』はヘミング
ウェイの小説

⑤  ○○○○光発電は屋根の上。
⑥  空き○○はリサイクル。
⑦  体温が40℃も！
⑧  食パンのまわり。

●ヨコのカギ●
①  ○○○○多様性の国際会議
が名古屋で開催。

④  頭の先が長く伸びている魚
○○○マグロ。

⑥  アワビ、ホタテ、アサリ、カキ、
シジミ、サザエ……。

⑧  ソーラン節、武田節、五木の
子守歌……日本の○○○ウ。

⑨  ススキ、お団子、お酒……
秋の夜長は花見じゃなくて。

　落ち葉の季節になりましたね。葉がだんだん色づき始めて
紅葉になるととってもきれいよね。同じ木から落ちる葉でも
色が違ったりして、思わず拾ってしまう人も多いのでは。
　なぜ葉っぱが落ちるか知っているかしら。葉は水分を蒸発
させる働きがあるの。樹木は冬に備えて養分を蓄えなくては
いけないのに、水分が蒸発しては困るでしょ。だから葉を落
として冬に備えて休眠するの。春になって休眠からさめれば、
つぼみをつけて花を咲かせるのね。
　そろそろ、わが家の焼き芋もちょうどいいころね……。食
欲の秋だもの。私も冬に備えて秋の楽しみを心行くまで味わ
わないとね。うちの猫はグルメで秋刀魚（さんま）の骨まで
食べるのよ。あら、秋刀魚の話は今度にしましょう。

● 地元でとれた野菜を選んで秋の味覚
を楽しんでいます。
● 小さくなったセーターをほどいて、編
み直しています。

皆さんが取り組んでいる「おばあちゃんの知恵
袋」的な省エネ・省資源の知恵（ワザ？）を紹
介するコーナーです。皆さんの「こんなこと、
やっているよ」をどしどしお寄せください。楽し
みにお待ちしています！

皆さんの「もったいない」に通じる省エネ・省資
源の取り組みをお寄せください。
おばあちゃんがやっていた何気ない習慣、裏ワザ
的なもの、思いつきでやってみたこと……。
環境保全につながる取り組みならどんな小さなこ
とでもＯＫです。
本紙このコーナーで紹介させていただいた素敵
な〝知恵〟のご提供者には記念品を進呈いたし
ます。ご応募は、日本テクノ「おばあちゃんの知
恵袋」係まで連絡先を明記のうえハガキにてご
送付ください。または下記WEBサイトでも受け
付けています。

古い服やボロキレを
小さく切って、油料
理などのソースを必
ず拭き取っています。
　　　　（西川さん）

今回は
こんな知恵を
提供して

いただきました！

おばあちゃんの知恵、大募集 !!

例えば

　 検 索日本テクノ　知恵袋

http://www.n-techno.co.jp/eco-idea/

前号
の
答え

answer

Ｑｕｅｓｔｉｏｎ1 …… c
エネルギーの使用の合理化に関する法律

Ｑｕｅｓｔｉｏｎ2 …… d
一般電気事業者

Ｑｕｅｓｔｉｏｎ3 …… a
チャレンジ25キャンペーン

Ｑｕｅｓｔｉｏｎ4 …… b
一酸化炭素

ビジネスモデルを磨き続け
収益性のある環境事業へ

のビジネスでも、立派に収益を
上げることができます。
　今、私は環境保全という社会
的使命を果たせる仕事に身を置
いていられることが、とても幸
せだと感じています。

　「環境セキュリティビジネス」
これは、当社の事業を一言で表
したものです。当社のサービス
が利用されるのは、企業で使っ
ていた OA 機器が新機種への入
れ替えなどで廃棄されるような
場合です。そうした OA 機器を
買い取り、PC などの機器内に
残されたデータを確実に消去
し、リユースの市場に提供する
ビジネスモデルです。
　一度つくられた製品は、この
ようなセキュリティ処理や補修
作業をして、できるだけ長期間
使用してもらいたい。さらに、
どうしても使用に耐えられなく
なった製品は、資源としてリサ
イクルに回したい。そのような
循環型社会を構築することが私
のポリシーなのです。

　環境分野のビジネスは利益を
出せないという話をよく聞きま
す。約 20 年の社歴の中で、当
社も苦しい時期がありました。
しかし、それは努力次第で乗り
越えられるものです。
　ここでいう努力とはビジネス
モデルを磨き続けること。
　例えば、情報漏えいは企業に
とって致命傷です。そこで当社
では引き受けた PC 内のハード
ディスクごとにどのようなデー
タ消去を実行したか詳細な記録
を残しています。この記録を、
お客様がオンラインで確認でき
るサービスも展開しているので
す。高度の安心感という付加価
値が顧客満足につながる。また
PC をリユースすることで得ら
れる CO2 排出削減量を算出し、
その数値をお客様ごとに賞状の
ような形式の報告書にしてお送
りしています。これは CSR 活
動に役立つと大変好評です。
　このようにニーズを先取りし
た提案を続け、ビジネスモデル
を磨き続けることで、環境分野

株式会社 ティーズフューチャー
http://www.tsfuture.jp/

代表取締役 社長

安川 鋼氏

やすかわ こう
1966年生まれ。大学卒業後、会計事
務所に勤務。1990年、父親とともに
前身の日新産商株式会社を設立。当
初は産業廃棄物処理事業が中心であ
ったが、1999年別会社設立などによ
り環境セキュリティビジネスへ移行。現
社名への変更は2006年。

経営者の語る
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かんきょう

企
業
人
が
成
長
す
る
た
め
の

出
来
事
に
対
す
る
考
え
方

　

企
業
人
が
成
長
す
る
た
め

に
大
事
な
事
の
一
つ
が
〝
出

来
事
に
対
す
る
考
え
方
〞
だ

ろ
う
。
出
来
事
を
肯
定
的
に

考
え
る
か
、
否
定
的
に
考
え

る
か
で
、
そ
の
後
の
企
業
人

生
が
大
き
く
変
わ
る
。

　

例
え
ば
上
司
か
ら
「
売
上

目
標
を
今
ま
で
の
50
％
増

に
す
る
よ
う
に
」
と
い
う

出
来
事
が
あ
っ
た
と
す
る
。

　

Ａ
さ
ん
は
「
自
分
が
上

司
か
ら
期
待
さ
れ
目
標
が
上

が
っ
た
」
と
考
え
る
と
「
よ

し
、
期
待
に
応
え
て
目
標
を

達
成
す
る
ぞ
!!
」
と
本
気
で

仕
事
に
取
り
組
む
だ
ろ
う
。

　

Ｂ
さ
ん
は
「
上
司
の
考
え

が
わ
か
ら
な
い
。
今
ま
で
も

目
標
を
達
成
し
て
い
な
い
の

に
、
な
ん
と
50
％
増
!!　

そ

れ
も
一
方
的
に
!!　

で
き
な

い
も
の
は
で
き
な
い
。
こ
れ

で
は
や
る
気
が
起
き
な
い
。

こ
ん
な
上
司
の
下
で
は
働
き

た
く
な
い
」
と
考
え
る
と

嫌
々
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な

る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
出
来
事
に
対

す
る
考
え
方
で
仕
事
に
対
す

る
取
り
組
み
に
大
き
な
違
い

が
生
じ
る
。
企
業
は
激
し
い

競
争
の
中
で
存
亡
を
か
け
闘

っ
て
い
る
の
だ
。
非
常
識
の

世
界
だ
。だ
か
ら
積
極
的
で
、

肯
定
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

が
あ
る
Ａ
さ
ん
を
求
め
て
い

る
。
Ｂ
さ
ん
の
よ
う
な
消
極

的
で
否
定
的
な
批
判
精
神
が

強
く
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
の

な
い
人
は
周
囲
に
も
悪
影
響

を
も
た
ら
す
。
早
晩
退
出
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
〝
因い

ん

果が

倶ぐ

時じ

〞
だ
。
原
因

と
結
果
は
必
ず
一
致
す
る
と

い
う
釈
迦
の
言
葉
だ
。
現
在

の
果
を
知
ら
ん
と
欲
す
れ

ば
、
過
去
の
因
を
見
よ
。
未

来
の
果
を
知
ら
ん
と
欲
す
れ

ば
、
現
在
の
因
を
見
よ
。

　

住
友
銀
行
の
名
誉
会
長
で

あ
っ
た
堀
田
庄
三
は
、
新
入

社
員
の
と
き
、
１
年
間
封
筒

の
宛
名
書
き
を
さ
せ
ら
れ
た

そ
う
だ
。
堀
田
は
地
味
で
単

純
な
作
業
な
の
に
、
文
句
一

つ
言
わ
な
か
っ
た
と
い
う
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
晩
年
「
こ

の
仕
事
に
よ
っ
て
、
私
は
重

要
な
顧
客
先
を
全
部
覚
え
る

事
が
で
き
た
。
そ
れ
が
自

分
の
財
産
と
な
っ
た
」
と

言
っ
て
い
る
。

　

企
業
人
生
は
出
来
事
に

対
し
、
肯
定
的
に
考
え
る
か

否
定
的
に
考
え
る
か
ど
ち
ら

の
考
え
方
を
取
る
か
で
ヤ
ル

気
、
意
欲
も
違
っ
て
く
る
。

当
然
結
果
も
大
き
く
違
っ
て

く
る
の
だ
。〝
因
果
倶
時
〞だ
。

　

原
因
と
結
果
は
必
ず
一
致

す
る
の
だ
。

第二十二回

企業活性化教育研究所・長尾光雄事務所 長
なが

尾
お

 光
みつ

雄
お

因果倶時 いんがぐじ

【ダイジェスト版】

でんでんみと情
報

（2010年 8月8日発行
第43号より）

水戸グループの『でんでん・みと情
報』。水戸グループで飼われている猫
のでんでんが、飼い主たちの業務活
動や社会動向、電気関連の豆知識な
どを猫の語り口で紹介していく。

日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協 

水
戸
グ
ル
ー
プ
発
行 

情
報
誌

　

今
回
は
、
日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日

電
協
の
水
戸
グ
ル
ー
プ
発
行
『
で
ん
で

ん
・
み
と
情
報
』
43
号
掲
載
の
宇
宙
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
。
環
境
市
場
新

聞
版
で
ん
で
ん
は
、
す
で
に
月
面
へ
到

達
し
て
い
た
!?

は
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

吾
輩
に
は
理
解
で
き
ぬ
。
な
ぜ
人
間
は
そ
う
も

話
を
複
雑
怪
奇
に
こ
ね
回
す
の
か
。
月
に
行
く
の

な
ど
簡
単
で
は
な
い
か
。
月
は
上
空
に
あ
る
だ
け

で
は
な
く
、
水
た
ま
り
に
も
映
る
で
は
な
い
か
。

そ
こ
に
飛
び
込
め
ば
、そ
れ
が
月
面
な
の
で
あ
る
。

　

と
り
も
な
お
さ
ず
、
人
間
が
吾
輩
の
英
知
に
到

達
で
き
る
ま
で
に
は
、
相
当
な
時
間
を
要
す
る
よ

う
で
あ
る
。

　

吾
輩
は
、
電
気
管
理
技
術
者
の
親
方
た
ち
に
飼

わ
れ
て
い
る
猫
の
〝
で
ん
で
ん
〞
で
あ
る
。

　

吾
輩
の
頭
脳
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
と
る
に
足
ら

な
い
浮
き
世
の
事
象
で
、
お
お
よ
そ
理
解
で
き
ぬ

も
の
は
な
い
。
し
か
し
、
何
事
に
も
例
外
は
あ
る

も
の
で
、
吾
輩
の
英
知
が
及
ば
ぬ
領
域
も
あ
る
。

い
か
に
空
中
ト
ン
ボ
返
り
し
て
も
、
理
解
で
き
ぬ

の
が
人
間
が
希
望
す
る
物
事
で
あ
る
。

　

先
ご
ろ
、
吾
輩
の
居
住
地
近
く
に
と
て
つ
も
な

く
高
い
建
築
物
が
建
て
ら
れ
た
。
親
方
の
話
に
よ

れ
ば
、
日
立
製
作
所
が
つ
く
っ
た
「
Ｇ
１
Ｔ
Ｏ
Ｗ

Ｅ
Ｒ
（
ジ
ー
ワ
ン
タ
ワ
ー
）」
な
る
も
の
で
、
高

さ
２
１
３
㍍
に
も
な
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
実
験
施

設
だ
と
い
う
。

　

親
方
た
ち
は
、
そ
の
施
設
を
眺
め
な
が
ら
、
ま

た
も
や
話
を
飛
躍
さ
せ
、
と
っ
ぴ
な
よ
も
や
ま
話

を
始
め
た
。
な
ん
と
月
へ
行
く
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
実
現
性
が
高
ま
っ
た
と
い
う
話
題
だ
。

　

こ
れ
ま
で
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
運
ぶ
ケ
ー
ブ
ル

が
、
自
重
に
耐
え
ら
れ
ず
宇
宙
ま
で
の
距
離
を
つ

な
ぐ
の
は
無
理
だ
っ
た
。
そ
れ
が
、
カ
ー
ボ
ン
ナ

ノ
チ
ュ
ー
ブ
と
い
う
新
素
材
の
発
見
で
長
距
離
で

も
問
題
は
な
く
な
る
の
だ
と
い
う
。
カ
ー
ボ
ン
ナ

ノ
チ
ュ
ー
ブ
と
や
ら
は
、
強
度
が
鉄
の
４
０
０
倍

で
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
半
分
の
軽
さ
な
の
だ
と
、

ど
こ
ぞ
の
モ
ノ
の
本
か
ら
情
報
を
仕
入
れ
た
親
方

は
息
巻
い
て
話
し
、
そ
れ
を
聞
く
別
の
親
方
た
ち

月
へ
の
旅
行
は

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
行
く

わが家は、ためた水に浸し
てからすすぎます。皆さん
の食器を洗うときの知恵も
ぜひ教えてくださいね。
「こんな知恵を生かしていま
す」募集中です。

特製 2011年エコカレンダー

タ
テ
の
カ
ギ
、
ヨ
コ
の
カ
ギ
を
ヒ
ン
ト
に
、
マ
ス
を
埋
め
て

い
き
ま
す
。
グ
レ
ー
の
二
重
囲
み
マ
ス
に
入
る
4
つ
の
文
字

を
組
み
合
わ
せ
本
紙
に
関
係
あ
る
言
葉
を
つ
く
り
ま
す
。
そ

の
言
葉
が
解
答
で
す
。
ヒ
ン
ト
は
、
日
本
テ
ク
ノ
提
供
の
テ

レ
ビ
番
組
『
省
エ
ネ
の
〜
』。

写真は2010 年版です。
プレゼント賞品は現在制作中の2011
年版になります。
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